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八

論
文
要
旨
V
　
黒
ア

フ

リ
カ

に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

宗
教
学
的
意
義
が

、

二

種
の

「

原
理
主
義
的
」

研

究
に

よ

っ

て

見
失
わ

れ

て

い

る
。

ア

フ

　
リ

カ

宗
教
の

「
原
理

主

義
的
」

研
究
は、

イ

ス

ラ

ー

ム

を
ア

フ

リ
カ

宗
教
の

範
疇
か

ら

排
除
し
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

「

原
理
主

義
的」

研
究
は
、

ア

フ

リ

　
カ
・

イ

ス

ラ

ー

ム

の

研

究
に

、

固
有
の

価
値
を

認
め

な

い

か

ら

で

あ
る

。

こ

れ

は
、

各
宗
教
の

本
質
は
一

つ

で

あ

り、

変

化
は

逸
脱
で

し

か

あ
り

得

　
ず、

宗
教

接
触
や

混

交
は
各
宗

教
に

と
っ

て

本
来
的
な
あ
り
方
で

は

な

い

と

考
え
ら
れ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

　
　
し
か

し

本
稿
は、

宗
教、

特
に

世
界
宗

教
と

よ

ば
れ

る

よ

う

な
世
界
に

広
が

っ

た

宗
教
の

本
質
は

む

し

ろ

そ
の

動
態、

つ

ま

り、

宗

教
の

伝

播
拡

　
大、

宗
教
接
触
・

混

交、

宗
教

改
革、

分
派

独
立
な

ど

に

あ
る
、

と

考
え
る。

同

時
に
、

動
態
と

し

て

の

宗
教
が

展
開
す
る

場
は

空

間
で

あ
り、

そ

れ

　
ゆ

え

宗
教
は

各
地
の

文
明
形
成
に

も

深

く
か

か

わ

る

こ

と

に

注

目
す

る
。

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

文
明、

イ

ス

ラ

ー

ム

文
明

、

中
国
文

明、

イ

ン

ド
文
明
の

よ

う

　
な

世
界
文

明
の

形
成
に

宗
教
は

大
き

な

役
割
を
は

た

し
て

き

た
。

黒

ア

フ

リ

カ

の

イ

ス

ラ

ー

ム

化
も

黒

ア

フ

リ

カ

に

お

け
る

商
業
経
済
発
展、

都
市
・

　
国
家
形
成
な
ど

イ
ス

ラ

ー

ム

文

明
の

形

成
と

密
接
に

か

か

わ
っ

た
。

こ

う
し

た

観

点
か

ら
、

各
地
の

文
明
形
成
と

深

く

か

か

わ
り

な

が

ら

発
展
拡
大
す

　
る

宗
教
の

動
的
プ

ロ

セ

ス

を

相
互
に

比

較
す

る

新
た

な

比

較
宗

教
学
の

視
座
を

本
稿
は

提
案

す
る

。

八
キ
ー

ワ

ー

ド
∀

　
黒
ア

フ

リ

カ
、

ア

フ

リ

カ

宗
教、

イ

ス

ラ

ー

ム

化、

宗
教

学
的
原
理
主
義、

動
態
論
的
比
較
宗
教
学
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⇔

　

本
論
で

試
み

た
い

の

は
、

ア

フ

リ

カ
・

イ
ス

ラ

ー
ム

を
め

ぐ
る

研
究
の

視
座
の

再
検
討
で

あ
る

。

論
者
は

こ

れ
ま

で
、

ア

フ

リ
カ
・

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
諞

イ

ス

ラ

ー
ム

の

個
別

研
究
を

積
み

重
ね

る

中
で
、

ア

フ

リ
カ

・

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
を

ア

フ

リ
カ

宗
教
学
や

イ
ス

ラ
ー
ム

学
の

視
座
の

な
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か

の

み
で

考
え

る

限
り

必
ず
し

も

生

産
的
な

議
論
は

生
み

出
せ

な
い

と

考
え
る

よ

う
に

な
っ

た
。

宗
教
学
と

し

て

ア

フ

リ

カ
・

イ
ス

ラ

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
糒

ー
ム

研
究
を
意
義

有
ら

し

め

る

に

は

ど

う
し

た

ら

よ
い

か
。

本
稿
は

、

こ

う
し

た

問
題
意
識
の

な

か

か

ら

う

ま

れ
た

新
た

な

比

較
宗
教

学
上
の

視
座
の

提
案
で

あ
り

・

具
体
的
に

は
・

宗
教
を

鴬
シ

ス

テ
ム

と

考
え
た

原
理
主
義
的
L

比
較
研
究
に

か

わ
る

・

宗

教
の

動

 

態
論
的
比

較
研

究
の

提
案
で

あ
る

。

ア
フ

リ
カ

・

イ
ス

ラ

ー

ム

と

ア

フ

リ

カ
・

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

現
状
と

そ
の

課
題

　

南
北
で

わ

か

れ

る

ア
プ

リ

力

宗
教
地
図

　

ア

フ

リ
カ

の

宗
教
地

図
を

描
け

ば
、

ア
フ

リ

カ

大
陸
は

大
き

く

南
北
に

わ
か

れ

る
。

北

部
は

イ
ス

ラ

ー

ム
、

南
部
は

キ

リ
ス

ト

教

の

世
界
で

あ
る

。

ア
フ

リ

カ

固
有
の

宗
教
も
当
然
存
在
し

て

い

る

が
、

イ
ス

ラ

ー
ム

や

キ
リ

ス

ト

教
と

混
交
し

た

形
で

イ
ス

ラ

ー

ム

や

キ

リ
ス

ト

教
の

深
部
に

存
在
す

る
か

、

辺

境
の

地
に

点
在
す

る

と

い

う
形
を

と
っ

て

し

か

存

在
し
な
い

と

い

う
の

が

現
状
で

あ

る
。

　

イ
ス

ラ

ー
ム

圏
ア

フ

リ

カ
と

キ
リ

ス

ト

教
圏
ア
フ

リ

カ

の

南
北
境
界
は
、

白
ア
フ

リ
カ

と

黒
ア
フ

リ
カ

と

い

う
人

種
的
境
界
と

は

重

な

ら

な
い

。

白
ア
フ

リ
カ

と
い

う

の

は

サ
ハ

ラ

砂
漠
以
北
の

白
色
系
ア

ラ
ブ
・

ベ

ル

ベ

ル

系

民
族
の

卓
越
す
る

ア

フ

リ

カ
で

、

黒
ア

フ

リ

カ

は

そ
の

南
の

黒
人

系
民

族
の

卓
越
す

る

ア
フ

リ
カ

で

あ
る

。

し

か

し

イ
ス

ラ

ー
ム

圏
は

黒
ア
フ

リ
カ

世
界
に

も

広
く

広
が
っ

て

い

る
。

　

イ
ス

ラ

ー
ム

の

黒

ア

フ

リ
カ

へ

の

伝
播
の

歴

史
的
経
過
を

概
略
す
る

と
、

主

な
ル

ー

ト

は
二

つ
。

サ
ハ

ラ

交
易
ル

ー

ト

と

イ

ン

ド

洋

交
易
ル

ー

ト

で

あ

る
。

七

世
紀
ア
ラ

ビ

ア

半
島
に

成
立
し

た

イ
ス

ラ

ー

ム

は
、

八

世
紀
初
め

に

は

北
ア
フ

リ
カ

、

イ
ベ

リ

ア

半
島
の

席

捲
に

成
功
し
、

九

世
紀
に

は

サ
ハ

ラ

砂
漠
を
こ

え
て

そ

の

南
の

黒
ア
フ

リ

カ

に

も

達
し

は

じ

め

る
。

そ

の

伝
播
の

媒
体
と

な
っ

た

の

は

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

文明化 と し て の ア フ リカ ・イ ス ラーム化

サ
ハ

ラ

を
横
断
す

る

長
距
離
交
易
商
人
た
ち

で

あ
る

。

同
じ

頃
、

ア
ラ

ビ

ア

半
島
や
ペ

ル

シ

ャ

湾
を

拠
点
と

す

る

交
易
集
団
も
、

イ
ン

ド

洋
岸
沿
い

に

帆
船
に

よ
っ

て

南
下
し

、

東
ア
フ

リ

カ

に

達
す

る
。

そ
の

結
果

、

サ
ハ

ラ

砂
漠
の

南
に

は

サ
ー

ヘ

ル

・

ス

ー

ダ

ン

文
化

が
、

東
ア

フ

リ
カ

海

岸
地

域
に

は

ス

ワ

ヒ

リ

文
化
が

、

と

も
に

イ
ス

ラ

ー
ム

の

強
い

影
響
下
に

形

成
さ

れ
る

こ

と
と

な
っ

た
。

　

サ
ハ

ラ

交
易
と

イ
ン

ド

洋
交

易
の

影

響
の

及
ぼ

な
か
っ

た

中
南
部
ア
フ

リ

カ

は

イ
ス

ラ

ー
ム

圏
外
に

と

ど

ま

っ

た

が
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

ア

フ

リ
カ

植
民
地

化
に

と

も

な
っ

て
、

キ

リ
ス

ト

教
化
が

進
ん

だ
。

　

現
在
も
拡
大
し
つ

づ

け

る

イ
ス

ラ
ー

ム

　

イ
ス

ラ

ー
ム

は

ア

フ

リ

カ

の

外
来
宗
教
で

あ
る

が
、

ア
フ

リ

カ

の

ム

ス

リ
ム

に

は

イ
ス

ラ

ー
ム

が

外
来
宗
教
と
い

う
意
識
は

、

そ

れ

ほ

ど

な
い

。

そ
の

理

由
と

し

て
、

次
の

三

点
を

挙

げ
る

こ

と

が

で

き

る
。

 
黒

ア

フ

リ

カ

に

お

け

る

イ
ス

ラ
ー

ム

化
の

歴
史
の

始
ま

り

は

九
世
紀
と

古
く

、

ア

フ

リ

カ

の

歴

史

形
成
と

く

に

都

市
国
家
形
成
と

絡
み

合
い

な

が

ら
、

現
在
に

至
っ

て
い

る
。

 
イ
ス

ラ

ー

ム

化

は
、

植
民

地

化
の

よ

う
な

外
来
勢
力

の

軍
事
的
征

服
に

よ

る

の

で

な

く
、

主

に

交
易
活
動
を

通
じ

て

平
和
的
に

住
民
の

納
得
つ

く

で

な

さ

れ

た
。

 
イ
ス

ラ

ー
ム

は、

非
西

洋
の

宗
教
で

あ
り、

反

植
民
地
主

義
の

シ

ン

ボ
ル

に

な

り

え

た
。

　

そ

し

て
、

注
目

す
べ

き

点
は

、

今
で

も
イ
ス

ラ

ー
ム

は

黒

ア
フ

リ

カ

に

拡
大
し

て

い

る
こ

と

だ
。

こ

の

こ

と

を
象

徴
す
る

の

は
、

宗

教
地

図
に

お

い

て

は

「

南
」

に

位

置
す
る

国
々

の

大
統

領
な

ど
政

権
幹
部
が
、

国
民
の

多
数
は

ム

ス

リ

ム

で

な

い

に

も
か

か

わ
ら

ず
イ

ス

ラ

ー
ム

化
す
る

例
が

多
い

こ

と

だ
。

代
表
例
を

あ
げ

れ
ば

、

ガ

ン

ビ

ア

の

ジ

ャ

メ

大
統

領、

ガ

ボ

ン

の

ウ

マ

ー

ル

・

ボ

ン

ゴ

大

統

領、

マ

ラ

ウ

イ

の

ム

ル

ジ

大

統
領
な

ど

で

あ
る

。

　

他
方、

「

北
」

の

イ
ス

ラ

ー

ム

圏
に

位
置

す

る

国
家
が

、

近

年
の

グ
ロ

ー
バ

ル

化
や

沙

漠
化
な

ど

の

厳
し
い

経
済

・

環
境

状
況
に

お

い

て

「

破
綻
国
家
」

化
し

、

旧

宗
主

国
お

よ

び
世
界
銀
行
IMF

な
ど

の

援
助
が

切
り

捨
て

ら

れ

は

じ
め

て

い

る
な

か

で
、

中
東
な

ど

377 ｛593）
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の

イ
ス

ラ

ー
ム

圏
国
家
か

ら

の

援
助
活
動
が

活
発
化
し
て

い

る

こ

と

も

注
目
に

値
す

る
。

そ

の

援
助
の

多
く
は

、

モ

ス

ク

建
設
や
イ
ス

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
跚

ラ

ー
ム

や

ア
ラ

ビ

ア
語
教

育

を

組
み

込

ん

だ

教
育
施
設
の

拡
充

、

高

等
教
育
に

お

け
る

大
量

の

留
学
生
受
け
入

れ

な

ど

に

む

け

ら
れ
て

い

鏨

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
醐

　

こ

う

し

た

状
況

下
、

ム

ス

リ
ム

が

多
数
を

占
め

る

黒
ア

フ

リ

カ

諸
国
に

お

い

て

は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

国
教
化

問
題
も

く

す
ぶ

っ

て

い

る
。

す
で

に

ス

ー

ダ
ン

、

モ

ー

リ

タ
ニ

ア
が

イ
ス

ラ

ー
ム

を

国
教
化
し

、

最
近
は

、

連

邦
制
を

と

る

ナ

イ

ジ
ェ

リ
ア

の

北
部
諸
州
が
イ

ス

ラ

ー
ム

法
の

シ

ャ

ー
リ

ア

の

州
法
化
を

始
め

て

い

る
。

こ

の

た
め

ス

ー

ダ
ン

で

は

内
戦
状
態
が

続
き

、

ナ
イ

ジ
ェ

リ

ア
で

も

流
血
の

惨
事
が

起
き

て

い

る
。

　

ア

フ

リ

カ
・

イ

ス

ラ
ー

ム

研
究
の

遅

滞
と
ア
フ

リ
カ

の

政
治
状
況

　

こ

の

よ

う
な

ア

フ

リ
カ
・

イ
ス

ラ

ー
ム

の

現
状
を
踏
ま

え

た

と

き
、

ア

フ

リ

カ
・

イ

ス

ラ

ー
ム

の

研
究
が

急

務
で

あ
る

が
、

最
近
の

研
究
活
動
は

か

な

ら

ず
し

も

活
発

で

は

な
い

。

特
に

、

個
別
的
研
究
は

散
在
す

る

も

の

の
、

ア
フ

リ
カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム

を

め

ぐ

る

総
合

的
な

研
究
が

な
さ

れ

て

い

な
い

。

基

本
研
究
と

し

て

は
、

一

九
五

〇
ー
」

九
七

〇
年
代
に

な

さ

れ

た

ト

リ
・、
丶

ン

ガ
ム

や

キ
ュ

オ

ッ

ク
ら

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ゼ　

の

研
究
に

い

ま
だ

頼
っ

て

い

る

の

が

現
状
で

あ
る

。

ア

フ

リ
カ

・

イ
ス

ラ

ー
ム

の

研
究
が

停
滞
気
味
で

あ

る

理
由
に

は
、

黒
ア

フ

リ
カ

の

政
治
状
況
と

、

黒
ア
フ

リ

カ
・

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
を

め

ぐ

る

認

識
論

的
な

枠
組
み

の

問
題
が

あ
る

。

本
論
で

問
題
に

し

て

み

た
い

の

は

後
者
の

問
題
で

あ

る
。

し

か

し
、

前
者
の

問
題
も

、

黒

ア

フ

リ
カ
・

イ
ス

ラ

ー
ム

と

そ
の

研
究
を

考
え

る

上
で

重
要
で

あ
る

か

ら
、

ま

ず
こ

れ

を

暼
見
し

よ

う
。

　
一

九
六

〇
年
を

区
切
り
に
、

ア
フ

リ
カ

諸

国
は
一

斉
に

独
立

を

遂
げ
て
、

夫
々

の

国
が

様
々

な

形
で

国
民
国
家
体
制
を

推
進

す

る

よ

う
に

な
っ

た
。

そ

の

た

め
、

植
民
地
時

代
の

よ

う

に

イ
ス

ラ

ー
ム

圏
ア

フ

リ

カ

を

ひ

と
つ

の

世
界
と

し
て

扱
え

る

政
治
体
制
や

研
究
体
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制
が

崩
壊
し
た

。

そ

れ
は

植
民
地
主

義
的
な
イ

ス

ラ

ー

ム

研

究
の

崩
壊
を

意

味
し

、

現

在
か

わ
っ

て
、

ア
フ

リ

カ

に

は

多
数
の

ア

フ

リ

カ

人

研
究
者
が

育
っ

て

い

る
。

し

か
し

、

ア
フ

リ
カ

国
間
の

共
同

研

究
体

制
が
整
っ

て

い

な
い

た

め
、

ア
フ

リ

カ

の

イ
ス

ラ

ー
ム

を

統

一

的

に

と

ら

え

る

視

野
の

育

成
に

ま
で

は

至
っ

て

い

な
い

の

で

あ

る
。

　

イ

ス

ラ

ー
ム

の

広
が
る

黒
ア
フ

リ
カ

諸
国
の

多
く
は
、

国

内
に

イ
ス

ラ

ー
ム

圏
と

キ

リ

ス

ト

教
圏
と
い

う

宗

教
対
立
を

地
理

的
な

南

北
対
立

と

し

て

潜
在
的
に

抱
え

て

い

る
こ

と
も

問
題
だ

。

イ

ス

ラ

ー
ム

を

テ

ー
マ

化
す

る

こ

と

は
、

こ

の

南
北

問
題
を
一

挙
に

顕

在
化

さ

せ

る

危
機
を

は

ら

ん
で

い

る
。

ア
フ

リ

カ

諸

国
の

問
題
は

部
族
問
題
と
い

わ

れ

る

が
、

部
族

問
題
は
、

実
は
、

宗
教
対
立
の

南
北
問

題
に

比
較
し
た

ら

そ

う
深

刻
な

問
題
で

は

な
い

。

部
族
の

数
が

多
い

だ

け
、

部
族
問
題

は
、

国

内
の

地
域
問
題
に

し
か

な

ら

な
い

。

し

か

し
、

宗
教
的
南
北

問
題

は
、

国
を
二

分
す
る

内
戦
に

ま
で

発
達
す
る

可
能
性
が

あ
る

。

こ

の

南
北
対
立
故
に

大
規
模
な

内
戦
に

至
っ

た
の

が
、

一

九
六
〇

年
代
の

ナ
イ

ジ
ェ

リ

ア

内

戦
で

あ
る

。

ナ
イ

ジ
ェ

リ

ア

内
戦
は
そ

の

後
の

ア
フ

リ

カ

諸
国
の

内
政
に

大
き

な

教
訓

と
な

っ

た
。

　

イ

ス

ラ

ー
ム

を
テ

ー
マ

化
す
る

こ

と

は
、

イ

ス

ラ

ー

ム

内

部
か

ら

の

批

判
に

さ

ら
さ

れ
る

危

険
も

あ

る
。

ア

フ

リ

カ
・

イ
ス

ラ

ー
ム

に

も
、

カ

ー

デ
ィ

リ

ー
ヤ
、

チ
ジ

ャ

ニ

ー

ヤ
、

ム

ー

リ
ッ

ド
、

そ

れ

に

ワ

ッ

ハ

ー
ビ

ス

ム

な

ど
、

様
々

な

潮
流
が
あ
る

か

ら
だ

。

こ

う

し

た

内
的
対
立

の

大
本
に

あ
る

の

は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

国
教
化
の

問
題
で

あ

る
。

ム

ス

リ

ム

に

と
っ

て

の

理

想
は

、

イ
ス

ラ

ー
ム

法
で

あ

る

シ

ャ

ー

リ
ア

に

従
っ

て

生
き

る

こ

と

で

あ
る

が
、

ム

ス

リ

ム

が

多
数
派
を

占
め

る

黒
ア
フ

リ

カ

諸
国
の

場
合、

イ
ス

ラ

ー
ム

は

国
教

化
さ

れ

ず
、

世
俗
国
家
体

制
が

と

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

現
状
に

対
し

て

ど

の

よ

う

に

対

応
す
る

か
と

い

う

問
題
に

お

い

て
、

イ
ス

ラ

ー

ム

教
徒
内
の

意
見
は

分
か

れ
る

。

イ
ス

ラ

ー
ム

国
教

化
に

は
、

ア

メ

リ

カ

や

フ

ラ

ン

ス
、

イ

ギ
リ
ス

な
ど

の

西

側
諸
国
も

警
戒

心

を

募

ら

せ

て
い

て
、

内
戦
の

危

機
も
は

ら
む

。

実
際

、

ス

ー

ダ
ン

や
、

北
ア
フ

リ

カ

の

ア
ル

ジ
ェ

リ
ア
で

は
こ

の

問

題
を

契
機
に

内
戦
に

ま

379 〔595｝
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で

至
っ

た
。

シ

ャ

ー
リ

ア

を

採
用
し

た

ナ

イ

ジ
ェ

リ
ア

北
部
諸
州
を

め

ぐ
っ

て

も

危
機
が

潜
在
し

て

い

る
。

　

ア
フ

リ
カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム

を
め
ぐ
る

「

原
理

主

義
的
」

研
究

　

黒
ア

フ

リ

カ

で

も
イ
ス

ラ

ー
ム

問
題

は
こ

の

よ

う
に

政
争
の

火
種
と

な

り

う
る

問
題
で

あ
る

。

そ

れ

故
、

ア
フ

リ
カ
・

イ

ス

ラ

ー

ム

問
題
を

扱
う
に

は
、

そ

の

問
題
設
定
の

仕

方
、

問
題
意
識
な

ど

を
め

ぐ
っ

て

相
当
周

到

な

学
術
的
な

準
備
は

必
要
で

あ
る

。

本
稿
の

目

的
は
、

こ

う

し

た

現
状
を

ふ

ま

え
て
、

ア
フ

リ
カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

方
法
論
に

関
し
て

筆
者
な

り
の

問
題
提
起
を
お

こ

な

う
こ

と

に

あ
る

。

　

従
来
の

ア
フ

リ

カ
・

イ

ス

ラ

ー
ム

研

究
の

方
法
論
的
問
題

点
を

、

私
は

「

原

理

主
義
的
」

研
究
と

名
付
け

る
。

　
「

原
理

主
義
的
」

宗
教
論
の

典
型
の

ひ

と
つ

は
、

わ
た

し

自

身
が

最
近
は

か

ら

ず
も

訳
す
こ

と

に

な
っ

た
ル

ギ
ラ

著
『

ア

フ

リ

カ

の

宗
教
』

に

典
型
的
に

見
ら
れ

る
よ

う
な

立

場
で
、

「

ア

フ

リ

カ

の

宗
教
」

か

ら

外
来
宗
教
で

あ
る

キ

リ
ス

ト

教
と

イ

ス

ラ

ー

ム

を
排
除

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ハ
ヱ

し

て

ア

フ

リ

カ

宗
教
を

論
じ

る
立

場
で

あ
る

。

し
か

し
こ

の

よ

う

に
、

ア
フ

リ
カ

宗
教
を
ア
フ

リ

カ

の

固
有
性
に

お

い

て

の

み

考
え
よ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
ゑ

う
と
い

う
傾
向
は

む

し

ろ

ア
フ

リ

カ

宗
教
論
の

正

統
で

あ
っ

た
。

こ

れ

は

日

本
の

宗
教
研
究
に

お

い

て
、

神
道
的
伝
統
の

み

を

固
有
宗

教
と

し

て

明
ら

か

に

し

よ

う
と

し

た

本
居
宣

長
の

国

学
や

、

柳
田

國

男
や

折
口

信
夫
の

日

本
民
俗

学
の

立

場
と

類
似
し

た

立

場
で

あ

る
。

　

他
方、

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

側
に

も
、

ア

フ

リ

カ
・

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
の

意
義
を

否
定
し

な
い

ま

で

も

過
小

評
価
す
る

傾
向
が

存
在

し

て

い

る
。

そ

れ

は

イ
ス

ラ

ー

ム

の

本
質
は

、

イ

ス

ラ

ー

ム

が

形
成
さ

れ
た

中
東
世
界
の

イ
ス

ラ

ー
ム

に

お

い

て

見

出
さ

れ

る

も
の

で

あ
っ

て
、

ア
フ

リ

カ

の

イ
ス

ラ

ー
ム

な

ど

そ
の

不
完
全
な

伝
播
形
態
で

あ
る

と

い

う

考
え

方
で

あ
る

．

イ
ス

ラ

ー
ム

と

は

何
か

と

い

う

問
い

に

対
し
て

、

イ
ン

ド

や
ア

ジ

ア
、

マ

グ
レ

ブ
、

ア

フ

リ

カ

に

ひ

ろ
が
っ

た

イ
ス

ラ

ー
ム

の

様
々

な

展
開
の

仕
方
を
考
慮
す

る

こ

と

（596） 380
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な

く
、

中
東
の

イ
ス

ラ

ー
ム

を
中
心
に

イ
ス

ラ

ー

ム

と

は

何
か

と

考
え

る

イ
ス

ラ

ー
ム

研

究
が

潜
在
的
に

前
提

と
し

て

い

る

考
え

方
で

あ
麗

。

こ

れ

も
、

ア
フ

リ
カ

の

宗

教
を

固
有
信
仰
論
的
に

考
え

る

宗
教

研
究
と

同
じ

よ

う

な
意

味
で
、

「

原
理

主
義

的
」

な

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
だ

と

言
え

る
。

こ

の

よ
う

な

「

原
理

主
義
的
」

発
想
に

た

つ

限
り
、

ア

フ

リ

カ
・

イ
ス

ラ

ー
ム

は
、

ア

フ

リ

カ

宗
教
の

研
究
か

ら

も
、

イ

ス

ラ

ー
ム

研

究
か

ら
も

排
除
さ

れ
て

し

ま
う

。

本
稿
で

問
題
に

す
る

の

は

と

り

わ
け
こ

の

後
者
の

「

原
理

主
義
的
」

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
で

あ

る
。

　
動

態
的
プ
ロ

セ

ス

と

し

て

の

世

界
宗
教

　
「

原
理
主

義
的
」

宗
教

研
究
は
、

宗
教
の

広
が

り、

こ

れ

に

と

も

な

う

諸
宗

教
の

接
触

・

混
交
を

夫

々

の

宗

教
に

と

っ

て

の

付
随
的

現
象
と

し

て

し

か

み

な

い
。

し
か

し

宗
教
は

、

特
に

世

界
宗
教
は

世
界
宗
教
と

し
て

当
然

な

そ

の

ひ

ろ
が

り

を

有
し

、

諸
宗
教
と

の

接

触
・

混
交

、

あ
る
い

は

こ

の

拒

否
と

純
化
運
動
な

ど
、

さ
ら

に

は

分
派
運
動
な

ど
、

こ

れ

に

と

も

な

う
変
化
が

激
し

い
。

世
界
宗
教
は

明
白
な
自
己

同
一

性
を

保
っ

た

ま

ま

世
界
に

ひ

ろ

が
っ

て
い

っ

た

わ
け

で

は

な
い

。

こ

の

こ

と

を
考
え

る

と
、

世
界

宗
教
が

世
界
宗
教

た
る

由
縁
は
、

そ

れ

が

動
的
運
動
体
で

あ
る
こ

と

そ
の

も

の

の

な

か

に

こ

そ

求

め

る
べ

き

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

動

態
的
プ
ロ

セ

ス

こ

そ
が

世
界

宗
教
の

常
態

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

こ

の

よ

う

な

動
的

視
点
の

重
要

性
が
、

「

原
理

主

義
的
」

イ

ス

ラ
ー

ム

学
に

は

大
き

く

欠

け

て

い

た

し
、

キ

リ

ス

ト

教
や

仏
教
研
究
に

お

い

て

も
、

逆
の

意
味
で
、

か

な

ら

ず
し

も

自
覚
化
さ

れ

て

こ

な
か

っ

た
。

　

た

と

え

ば
、

日

本
の

仏
教
研

究
。

日

本
の

仏
教
は、

イ
ン

ド
で

形
成
さ

れ
た

仏
教
が
、

今
の

パ

キ

ス

タ

ン

や

ア
フ

ガ
ニ

ス

タ
ン
、

中

央
ア

ジ

ア
・

西
域

、

中
国
あ

る
い

は

朝
鮮
を

経
て

日

本
に

根
付
い

た

も
の

だ
。

日

本
仏
教
は

そ

の

意
味
で

は
、

仏
教

世
界
の

最
辺

境
に

位
置
す
る

。

し

か

し

日

本
仏
教
の

研
究
者
あ
る

い

は

仏
教
者
に
、

日

本
仏

教
が

仏
教
の

本
質
や

規
範
か

ら

外
れ

た
も

の

だ

と

い

う
意
識

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　　
　　

は

少
な
い

。

し

か

し

世
界
的
視
野
で

み

れ

ば
、

大
乗
非
仏
説
論
の

よ

う

に
、

仏
教
の

多
様
性
や

変
質

を

説
く

議
論
が

根
強
い

。
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キ

リ
ス

ト

教
も

同
じ

で

あ

る
。

キ

リ
ス

ト

教
は

イ

ス

ラ
エ

ル

の

地
で

誕
生
し

、

小
ア

ジ

ア
、

ギ

リ

シ

ャ

な

ど

を

経
て

ロ

ー
マ

に

入

り
、

さ

ら
に

、

当
時
野

蛮
未

開
の

地
で

あ
っ

た

ガ

リ

ア

や

ゲ
ル

マ

ニ

ア
、

す
な

わ

ち

現
在
の

西
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

地
に

は
い

り
、

ル

タ

ー

ら

の

宗
教
改

革
を

経
て

、

新
大
陸
に

も
広
が
っ

て

い

っ

た
。

こ

の

あ
い

だ

に
、

キ

リ
ス

ト

教
の

教
義
も

か

な

り

変
化
し

て

い

る
。

し
か

し
、

西
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

や

新
大
陸
の

キ

リ
ス

ト

信
仰
者
や

キ

リ
ス

ト

教
研
究
者
に
、

か

れ

ら

の

キ
リ

ス

ト

教
が

辺

境
の

キ
リ

ス

ト

教
と

い

う
意

識
は

な

い
。

マ

ッ

ク

ス

・

ウ
ェ

ー
バ

ー

に

よ

れ

ば
、

ゲ
ル

マ

ン

の

地
で

宗
教

改
革

さ

れ

た
プ
ロ

テ

ス

タ
ン

テ
ィ

ズ

ム

こ

そ

が
、

キ

リ
ス

ト

教
の

究
極
的
な

発
展
形
態

な

の

で

あ

る
。

日

本
仏
教

研
究
者
も

西
洋
の

キ

リ
ス

ト

教
研
究
者
も

、

そ

れ
ぞ

れ

の

宗
教
の

辺

境
性

を
い

ち

ど

は

問
う

必
要．
が

あ
る

。

　

イ
ス

ラ

ー

ム

も

実
は

同
じ

よ

う

な

発
展
を

辿
っ

て

い

る
。

イ
ス

ラ

ー
ム

は

ア

ラ

ビ

ア

半
島
で

誕
生
し

た

が
、

そ

の

発
展
は

、

ア
ラ

ビ

ア

半
島
外
の

エ

ジ

プ

ト
や

メ

ソ

ポ

タ
ミ

ア
で

の

受
容、

さ

ら

に

は
、

ア
ラ

ブ

人
以
外
の
、

ペ

ル

シ

ャ

人、

ト
ル

コ

人
、

ベ

ル

ベ

ル

人
な

ど

の

受
容
に

負
っ

て
い

る
。

特
に
、

近

世
の

イ
ス

ラ

ー
ム

文
化
政
治
の

中
心
は

オ

ス

マ

ン

・

ト
ル

コ

で

あ
っ

た
。

現

在
の

よ

う
な

ア

ラ

ブ

ーー

イ
ス

ラ

ー
ム

の

イ
メ

ー

ジ

は
、

オ
ス

マ

ン

・

ト

ル

コ

支
配
が

列
強
に

よ
っ

て

覆
さ

れ
、

ア
ラ

ブ

が

オ

ス
マ

ン

・

ト
ル

コ

か

ら

「

開

放
」

さ

れ
た

二

〇
世
紀
以

降
に

む

し

ろ

強
化
さ

れ

た

イ

メ

ー

ジ
で

あ

る
。

　

世
界
宗
教
が

こ

の

よ

う

に

世
界
へ

と

拡
大
発
展
し
て

い

っ

た

動
的
な
プ
ロ

セ

ス

そ

の

も
の

こ

そ

（

そ
こ

に

は

分
派
・

独
立
も

含
ま
れ

る
）

を

世
界
宗
教
の

本
質
と

し

て

捉
え

る

視
点
が

必

要
で

あ
り

、

真
に

生
産
的
な

宗
教
比
較
は
、

こ

の

動

的
過
程
の

比
較
に

あ

る

と

わ

た

し

は

考
え

る
。

そ

し

て

こ

の

よ

う

に

考
え
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

ア

フ

リ

カ

の

よ

う
な

辺
境
地
域
に

お

け

る
イ

ス

ラ

ー

ム

研

究
は

、

比

較
宗
教
学
の

中
心
に

踊
り

出
る

。

同
時
に

、

同
じ

よ

う

に

辺
境
地
域
に

あ
っ

た

日

本
の

仏
教、

西

洋
の

キ

リ
ス

ト

教
も
、

日

本
の

仏
教

的
文
明

化
、

西
洋
の

キ

リ

ス

ト

的
文
明
化
と

い

う
よ

う

な

動
的
プ
ロ

セ

ス

の

問
題
と

し

て

新
た

な
と

ら

え

な
お

し

が

可
能
に

な
る
の

で

〔598） 382
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あ
る

。

二

　
文
明
と

し
て

の

イ
ス

ラ

ー

ム
、

文
明
と

し
て

の

宗
教

　

オ
リ
エ

ン

タ
リ
ズ

ム

的
発

想
の

背
後
に

あ
る
一
一
兀

的
で

線
的
な
発

展
史
観

　

し
か

し
こ

こ

で

提
案
し

て
い

る

動

態
的
宗
教
論
は、

こ

れ

ま
で

の

西
洋

思
想
史
を
支

配
し

て

き

た
一

元
的
一

方
向
的
な

歴

史
発
展
論

が

想
定

す

る

よ

う
な

動
態
論
と

は

混

同
さ

れ
て

は

な
ら

な
い

。

む

し

ろ
こ

れ

と

は

対
立

す
る

新
た

な
動
態
論
で

あ
る

。

一

方
向
的
歴
史

発
展
論

の

根
底
に

も

「

原
理

主

義

的
」

文

明
観
が

あ
る

。

オ

リ
エ

ン

タ

リ
ズ

ム

的

発
想
の

温

床
も

「

原
理
主
義

的
」

な
一

方
向
的
歴
史

発
展
論

に

あ
る

。

こ

の

こ

と

を

指

摘
し
て
、

動

態

的
比

較
宗

教
論
の

輪
郭

を

さ

ら
に

あ

き
ら

か

に

し
た
い

。

　

オ

リ
エ

ン

タ
リ

ズ

ム

と

は
、

思

想
史
の

系
譜
と

し

て

は
、

ヘ

ー

ゲ
ル

の

『

歴
史

哲
学
』

に

み

ら

れ

る

「

東
洋
（

オ

リ
エ

ン

ト
）

」

理

解
に

始

ま

り
、

マ

ル

ク

ス

・

エ

ン

ゲ
ル

ス

の

ア

ジ
ア

的
生
産

様
式
論
や

東
洋
的

専

制
主

義
論
を

経
て
、

マ

ッ

ク

ス
・

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

イ

ス

ラ

ー

ム

論
に

至

る

流
れ

に

よ
っ

て

形
作
ら

れ

た
、

オ

リ
エ

ン

ト

と

イ
ス

ラ

ー
ム

を
め

ぐ
る

西

洋

の

歴
史
進
化

論
的
理

解
だ

。

へ

ー

ゲ

ル

の

『

歴
史
哲
学
』

は
、

人

類
の

歴

史
を

自
由
と
い

う

理

念
（

イ

デ

ー
）

の

発
展

実
現

の

プ

ロ

セ

ス

と

み

る

も

の
で

、

自
由
の

意
識
が

ま

ず
萌
芽
的
に

み

ら

れ
た

の

は

オ

リ
エ

ン

ト

で

あ

る
。

た

だ

し

オ

リ
エ

ン

ト

に

お

い

て

は
、

皇
帝
一

人

の

み

が

自
由
の

意
識
を
も

つ

の

で

あ
っ

て
、

他
の

残
り

す
べ

て

は

奴
隷
意

識
状
態
の

な

か

に

あ
る

。

し

か

し
、

ギ
リ
シ

ャ

・

ロ

ー

マ
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

と

歴
史
が

東
か

ら

西
へ

と

移
る

に

し
た

が

い
、

自
由
の

意
識
は

次
第
に

多
く
の

人
へ

と

広
が
っ

て

ゆ

き
、

キ
リ
ス

ト

教
ゲ
ル

マ

ン

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

世
界
に

お

い

て

ひ

と

は

す
べ

て

自
由
の

意

識
を
い

だ

く

よ

う
に

な

る
。

　

こ

れ

を
批
判
し
て

登
場
し

た

の

が
、

マ

ル

ク

ス

の

唯
物
論
的
歴
史

観
で

あ

る

が
、

こ

れ
も
、

へ

ー

ゲ
ル

の

観
念
論
的
歴
史
観
と

対
立
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す
る

よ

う
に

考
え

ら

れ

て

い

る

が
、

歴

史
観
の

大
枠
と

し

て

は

む

し

ろ
、

へ

ー

ゲ
ル

の

歴
史

観
を

唯
物
論
的
に

確
認
す

る

よ

う

な

理

論

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

捌

と

な
っ

て

い

る
。

と

り

わ

け、

「

総
体
的

奴
隷

制
」

と

し
て

特
徴
づ

け
ら

れ

る

ア

ジ

ア

的
生

産
様
式

論
に

も

と

つ

く
マ

ル

ク

ス

の

オ

リ

エ

ン

ト

論
は
・

具
体
的
な

生
産

様
式
論
を

通
じ

て
・

自
由
な

き
デ

ス

ポ

テ

ィ

ズ
ム

が

支
配
す
る

東
洋
と
い

う

↑
ゲ
ル

的
オ

リ
エ

ン

ト

…

理
解
を
、

再
確
認
さ

せ

た

形
に

な
っ

て

い

る
。

　

オ

リ
エ

ン

タ

リ
ズ

ム

は
、

基

本
的
に

は

イ
ス

ラ

ー
ム

以
前
の

オ

リ
エ

ン

ト

文
明
を

も

と
に

形
成
さ

れ

た

オ

リ
エ

ン

ト

論
で

あ
る

が
、

マ

ッ

ク

ス
・

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

イ

ス

ラ

ー

ム

論
は

、

こ

う
し

た

オ
リ

エ

ン

タ

ル

・

イ

メ

ー
ジ

を

イ
ス

ラ

ー
ム

に

も

明
確
に

刻
印
し

た

と

い

え
る

だ

ろ

う
。

マ

ッ

ク

ス

・

ウ
ェ

ー
バ

ー
に

よ

れ

ば
、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

超
越
的
救
済
に

む

け

ら

れ

た

信
仰
は

名
の

み
で

、

実
際
は

、

現

世
利
益

を
目
的
と

し

た

宗
教
だ

と
い

う
こ

と
に

な

る
。

オ

リ
エ

ン

タ

リ
ズ

ム

の

文

脈
の

な
か

で

ウ
エ

ー
バ

ー

の

イ
ス

ラ

ー
ム

論
を
理

解

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
7）

す
る

な

ら

ば
、

イ
ス

ラ

ー

ム

は

東
洋
的
専
制
主
義
に

奉
仕
す

る

宗

教
と
い

う
こ

と

に

な

る
。

　

オ

リ
エ

ン

タ

リ
ズ

ム

の

本
質
的
な

問
題

点
は
し

か

し
、

オ

リ
エ

ン

ト
で

あ

れ

イ
ス

ラ

ー

ム

で

あ

れ
、

そ

れ

が

他
の

文
明
や

宗
教
に

比

べ

て

不
当
に

低
く
評
価
さ

れ
て

い

る

と
い

う
点
に

あ
る

の

で

は

な
い

。

問
題
は
、

異
な
っ

た

状
況
で

形
成
さ

れ

た

諸
文
明
や

諸
宗
教
を

単
一

の

価
値
基
準
に

お

い

て

比

較
し

優
劣

を
つ

け
、

そ

の

違
い

を

同
一

方
向
へ

の

発
展
の

段
階
の

違
い

と

し

て

理

解
し
よ

う
と

す

る

点

に

あ
る

。

諸
文
明
や

諸
宗
教
を

夫

々

の

固
有
の

地
域
的
文
脈
で

評

価
す
る

視
点
が

欠
け
て

い

る
の

で

あ
る

。

　

地
球
空
間
を

舞
台
と

し

た
人
類
宗
教
文
明
の

発

展

　
一

方
向
的
歴
史

観
は

、

時
間
と
い

う
一

元
的
座

標
軸
の

中
で

し

か

人

類
文
明
の

形
成
を

考
え
な
い

。

し

か

し

諸
文
明
や

諸
宗
教
の

形

成
発
展
と

い

う
の

は
、

単
に

時
間
の

中
の

歴
史
的
プ
ロ

セ

ス

で

は

な

く
、

こ

の

地
球
と

い

う
空
間
の

中
に

お

け

る

地
域
形
成
と

そ
の

発

展
の

問
題
で

も

あ
る

。

諸
文
明
や

諸
宗
教
の

大

半
は
こ

の

地

球
空

間
の

な

か

の

異
な
っ

た

場
で

形
成
発
展
し

て

き

た
。

こ

の

観
点
が

、

N 工工
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一

方
向
的
歴
史
観
に

欠
け

て

い

る
。

空

間
的
広
が

り

を

も

た

な
い

一

元

的
直
線
的
時
間
軸
の

な

か

で

考
え

る

限

り
、

異
な

る

文

明
や

宗

教
の

同
時
並

存
は

不
可
能
で

あ

り
、

こ

れ

ら

は
一

直

線
上
の

諸
段

階
の

違
い

と

し

て

し

か

考
え

ら

れ

な
い

。

し

か

し
、

空

間
を

も

諸
文

明

諸
宗
教
の

展
開
の

場
と

考
え

る

な

ら

ば
、

そ
の

並

存
は

可

能
で

あ
る

。

実
際

、

キ

リ
ス

ト

教

と

イ
ス

ラ

ー
ム

、

仏
教
は
、

夫
々

異

な

る

空
間
で

形
成
発

展
し
た

。

キ

リ

ス

ト

教
は

地
中
海
と

そ

の

北
部
地
域
で
、

イ
ス

ラ

ー
ム

は

中
東
と

地

中
海
南

部
地
域
で
、

仏

教
は

イ

ン

ド
・

中
央
ア
ジ

ア
・

東
ア

ジ

ア

で
、

と

い

う

風
に

、

地
球

空

間
を

互
い

に

棲
み

分
け
る

よ

う

な

形
で

発
展
拡
大
し

て

い

っ

た
。

互
い

に

あ
い

接
し

あ
う
そ

の

周

辺

部
で

は
、

激
し
い

対
立

抗
争
を

生
ず
る

場
合
も

あ
る
が

、

こ

れ

ら

の

宗
教
は
、

元

来
異
な

る

場
所

で

発

生

し
、

異
な

る

空
問
で

発
展
し

た

も
の

で

あ

り
、

平

行

進
化
的
に

平

和
共
存
し
て

き
た

も
の

と

し

て

理

解
で

き

る
。

　

そ
し

て
、

世
界

宗
教
が

空

間
的
な

広
が

り

を

も
っ

た

あ
る

場
の

な
か

に

位

置
す
る

と
い

う
こ

と

は
、

そ

の

場

を
構
成
す

る

様
々

な

要

素
、

そ

の

場

特
有
な

気
候

、

植
生
動
物
相

、

地
形

な

ど

の

白
然
環
境
か

ら

は

じ

ま
っ

て
、

そ

の

場
に

特
有
な
文

化
・

歴
史
的
所

与
と

し

て

存
在
す

る

民
族

、

経
済

、

社
会
制
度、

既
存
の

宗

教
な

ど

と
、

か

ら

み

あ
っ

て

形
成
発
展
し

て

き

た

と

い

う
こ

と

で

も

あ

る
。

こ

の

意

味
で
、

宗
教
は

単
な
る

観
念
体
系
と

し

て

存
在
し

て

き

た

わ

け

で

な

く
、

文

明
複

合
体
と

し

て

存
在
し

て
、

文
明
圏
を

形
成

し
て

き

た
。

イ
ス

ラ

ー
ム

文

明
圏

、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

・

キ
リ
ス

ト

教
文
明
圏、

と

い

う

風
に

。

た

だ
し

、

仏
教
の

よ

う
に

、

単
独
に

文
明

圏
を

形

成
す

る
と

い

う

よ

り

は
、

他
の

宗
教
と

連
合
し

て

ひ

と

つ

の

文
明
圏
を

構
成
す

る

場

合
も

あ
る

。

中
国

を

中
心
と

す
る

仏
教
・

儒
教
文

明

圏、

イ
ン

ド

を

中
心
と

す
る

仏
教
・

ヒ

ン

ズ

ー

文

明
圏
で

あ
る

。

前

者
に

お

い

て

は

大

乗
仏
教
が

、

後

者
に

お

い

て

は

小
乗

仏
教
が

中
心
的

役
割
を

果
た

し
て

き

た
。

　

そ

し

て

重

要
な
こ

と
は

夫
々

の

文
明
圏
の

拡
大
発
展
に

と

も
な

い

そ

れ
ぞ

れ

の

内
部
で

進
歩
が

存
在
し

た
こ

と

だ
。

た

と

え

ば
、

古

代
日
本
に

お

い

て
、

中
国

仏
教
文
明
の

導
入
と

と

も

に
、

法
治
的
な
律

令
国
家
体
制
や

壮
麗
な

都
城
、

仏

教
寺
院
が

建
設
さ

れ
て

い

っ

385 （601）
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た

こ

と

が

示
す
よ

う

に
。

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

地

中
海
キ

リ
ス

ト

教
文
明

を
せ

っ

せ

と

と

り
い

れ

る
こ

と

で
、

文
明

化
が

進
ん

だ
。

現

実
的
な

進
歩
と

は
、

こ

の

よ

う

に

文
明
圏
内

部
で

展
開
し

た

進
歩
で

あ
り
、

そ

れ
が

人
々

に

実
感
で

き

る

進
歩
で

あ
っ

た
。

　

筆
者
が

ア

フ

リ
カ

で

確
認

し

た

イ
ス

ラ

ー
ム

化
も

ま

さ

に
、

こ

の

よ

う
な

意

味
で

の

文
明
と

し

て

の

イ
ス

ラ

ー
ム

の

拡
大
で

あ
り

「

進

歩
」

で

あ
っ

て
、

西
ア

フ

リ

カ

の

サ

ー
ヘ

ル

・

ス

ー

ダ
ン

地

帯
で

は
、

イ

ス

ラ

ー
ム

化
に

伴
い

、

商

業
経
済
が

導
入

さ

れ
、

都

市
・

国
家
形
成
が

は

じ

ま
っ

た

ば

か

り
で

な
く

、

人

間
生
活
の

基
本
と

な

る

衣
食
住
と
い

う

物
質
生
活
全
般
が

イ
ス

ラ

ー
ム

化

さ
れ

て

い

っ

た
。

特
に
、

裸
族

文
化
地
帯
で

あ
っ

た

ア
フ

リ
カ

に

イ

ス

ラ

ー
ム

が

も

た
ら

し

た

衣
服
文

化
は

大
き
い

。

様
々

な

職
人
の

分
業

（

機
織

、

染
色、

刺
繍

、

砧
打
ち
、

仕
立
て

、

な

ど
）

に

よ
っ

て

成
立
す

る

衣
服
文

化
は
、

サ

ー
ヘ

ル

・

ス

ー

ダ
ン

地

帯
の

都

市
文
化

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
おね

発
展
の

推
進
役
を
果
た

す
と

共
に
、

商
業
経
済
の

推
進
役
と

も
な
っ

て

い

っ

た

か

ら

で

あ
る

。

　

し
か

し
こ

れ

は
、

中
東
で

成
立

し
た

イ
ス

ラ

ー
ム

文

明
が

、

ブ
ル

ド
ー

ザ

ー

の

よ

う
に
、

黒
ア

フ

リ
カ

の

既
存
の

文

明

を

押

し
の

け

て

広
が
っ

た

と

い

う
の

で

は

な
い

。

中
東
イ
ス

ラ

ー
ム

文
明
の

構
成
物
も

伝
播
導
入

さ

れ

た

が
、

既
存
の

黒
ア

フ

リ
カ

文

明
の

構
成
要

素
を
イ
ス

ラ

ー

ム

文
明
の

中
に

巻
き

込

む

よ

う
に

し
て

拡
大
し
て

い

っ

た
。

だ

か

ら
、

黒
ア

フ

リ

カ

の

イ
ス

ラ

ー
ム

化

と

と

も

に
、

黒

ア
フ

リ

カ

の

文

明
要
素
は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

文
明
全

体
に

も

影
響

を

与
え
、

こ

れ
を

豊
か

に

し

て

い

っ

た
。

た

と

え

ば
、

金
で

あ

り
、

様
々

な

狩
猟
産
物
で

あ

り
、

染
色
布
も

そ

う
と

う

北
ア

フ

リ
カ

マ

グ
レ

ブ

に

輸
出
さ

れ

て

い

る
。

北
ア
フ

リ

カ

に

は
ス

ー

ダ
ン

様
式
と

よ

ば
れ

る

建
築
様
式
さ

え

伝
わ
っ

て

い

る
こ

と
に

筆
者
は

驚
い

た
。

サ
ハ

ラ

砂
漠
北
縁
部
に

は
、

ユ

ネ
ス

コ

の

世
界
遺
産
に

も

指
定
さ

れ
る
よ

う
な
オ

ア
シ

ス

都
市
が

多
数

栄
え

た
が

、

こ

れ

も

サ
ハ

ラ

横
断
交

易

の

賜
物
で

あ
る

。

　

空
間
と

時
間
を
舞
台
に

し
た

人
類

文
明
の

発
展
図
式

　

イ
ス

ラ

ー
ム

を
文
明
と

し

て

考
え
る
と

い

う
こ

と

の

根

本
的
な

意
味
は
、

人
類
宗
教
の

発
展
を
こ

の

よ

う
に

、

一

元

的
な

時
間
軸
の

（602｝ 386
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み
で

な

く
、

空
間
的
な

広
が

り

の

中
で

も

考
え

る

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

宗
教
は

し

た

が
っ

て

単
に

観
念
と

し

て

存

在
し
て

き

た

わ

け

で

は
な

く
、

そ
の

身

体
と

い

う
べ

き

下
部
構
造
（

自
然
環
境
や

社
会
・

文
化
）

と
一

体
と

な
っ

て

文

明
圏
と

し

て
存

在
し
て

き

た
。

そ

し

て

そ

の

文

明
圏

の

内
部
に

、

進
歩
や

変
化
が

あ
っ

た
。

だ

か

ら
、

各
文
明
圏
の

内
容
は

多

様
で

も

あ
っ

た
。

　
へ

ー

ゲ
ル

や
マ

ル

ク

ス

に

共
通
す

る

西
洋
的

な

歴

史
発
展
論
は

し

か

し

な

が

ら
、

こ

の

よ

う
に

同
時
代
的
に

存
在
し

た

異
な

る

運

動

体
と

し

て

の

様
々

な

文
明
を

、

そ

の

内
的
な
進

歩
や

変
化
も

無
視
し

て

単
純
化
し

た

う

え
で

、

仮
説
的
な

ひ

と

つ

の

進
化
系
列
の

な

か

に

位
置
づ

け

て

し

ま

う
。

各
文
明

を

単
純
化
す

る

「

原
理
主
義
的
」

理

解
に

よ
っ

て
、

夫
々

の

文
明
が

有
し

た

現
実
的
な

動
態
が

無
視

さ

れ
、

か

わ
っ

て

文
明

問
の

進
歩
と

い

う

仮
説
が

提
示
さ

れ

る
。

し

か

し
こ

れ

は

証

明
不
能
な
仮
説
で

あ

り
、

な
ん

ら

現
実
的
な

進
歩

発
展
で

は

な
い

。

オ

リ
エ

ン

ト
文

明
が

ギ

リ
シ

ャ

・

ロ

ー
マ

文
明

に

進
化
発
展
し

た

わ

け
で

な
く、

ギ

リ

シ

ャ

・

ロ

ー
マ

文
明
が

西
洋

の

ゲ
ル

マ

ン

文
明

に

進

化
・

発
展
し

た

わ

け
で

は

な
い

の

だ

か

ら
。

　

た

だ
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

・

キ

リ
ス

ト

教
世
界
が

世
界
進
出
す

る

十
六

世
紀
以
降、

特
に
、

帝

国
主

義
的
植
民

地

化
が

は

じ

ま

る

十
九
世

紀
に

な

る
と

、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

・

キ

リ
ス

ト

教
文
明
圏
は

、

イ
ス

ラ

ー

ム

文

明

圏
や

イ
ン

ド

文

明
圏、

中
国
文
明

圏
の

征
服
を

開
始
し
、

こ

れ
ら

の

世

界
を

政
治
的
に

も

思

想
的
に

も
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

・

キ

リ
ス

ト

教

世
界
中
心
の

世

界
体
系
の

な

か

に

統
合
し

は

じ

め

る
。

こ

れ

を
そ

の

ま

ま
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

・

キ

リ

ス

ト

教
文

明
圏
の

拡
大
と

み

る

か
、

あ
ら

た

な

西

洋
近

代
文

明
の

拡
大
と

み
る

か

は

議
論
が

わ
か

れ

る

が
、

重

要
な

こ

と

は
、

こ

れ

も
あ

る

文
明

圏
の

拡
大
だ
っ

た

と
い

う

空

間
論
的
な

視
点
で

あ

る
。

　

空

間
と

時
間
の

二

次

元

を

考
慮
し
た

以
上
の

よ

う
な

人
類
文
明
の

発
展
を

模
式
化
す

れ

ば
、

図
1
の

よ

う
に

な
る

。

こ

れ
は

本
誌
三

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　ら
サ
こ

二

九
号
の

拙
論
で

も
紹
介
し

た
が

、

生

命
進
化
と

人

類
文
化

・

文
明
の

発
展
プ

ロ

セ

ス

を

次
の
よ

う
な

四

段
階
と
し

て

捉
え

る

も
の

で

あ
る

。

387 （603）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

諸 文化 の 再統合 と

諸 文明 の 形成

諸文明統合と

近 代世 界形成

一 …憂

適応放散に よる　　 文化的放散と

生命進化 ・種形成　 諸文化の 形 成

メ

’

鷹 鰹 輩
レ

ウ 明≒；：
”
1コご

’レ

．一 ：濕 菰 レ

・・h ．、 ………レ

疑鍵 ・

　 ，．・
皿

愛 ：：
▽

．−Pt：：：：：：：．．＿：し

時間一一一 一 一一一一一一一一一一レ

図 1 文化 と文明の発展図式

 
地
球
空

間
上
へ

の

生

命
の

適
応
放
散

。

つ

ま

り
地
球
上

の

様
々

な

空

　

間
へ

と

生
命
が

適
応
し

な

が

ら

多
様
な

種
を

形
成
す
る

分
化
作
用
に

　

よ

り

発
展
し

て

ゆ

く
段
階

。

 
そ
の

生

命
種
の

ひ

と

つ

で

あ

る

人

類
種
が
、

や

は

り

適
応
放
散
に

よ

　

り
、

多

様
な

文
化
を
形
成
し

な
が

ら

地
球
上

に

分
化
発
展
し

て

ゆ
く

　

段

階
。

 
一

度
分
化
し
た

人

間
文
化
が

再
統
合
を

始
め

て
、

こ

こ

で

と

り

あ
え

　

ず
設

定
し

た

四

大
文
明

圏
な

ど

い

く
つ

も

の

広
域
文
明
圏
を

形
成
す

　

る

時
代

。

 
地

球
上

の

諸
文
明
圏
が

さ

ら
に
一

つ

の

文

明
圏
を

形
成
し

は

じ

め
た

　

現
代

。

こ

れ

は

大
航
海
時
代
と

と

も
に

始
ま

る

（

モ

ン

ゴ

ル

帝
国
の

　

ク

ビ

ラ

イ

も

す
で

に

こ

の

試
み

を

始
め

て

い

た
こ

と

を

示
唆
す
る

杉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
り

　

山
正

明
の

興
味
深
い

研
究
も

あ

る
）

。
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三

　
動
態
論
的
比
較
宗
教
学
の

新
た
な
パ

ラ

ダ
イ
ム

　
黒
ア

フ

リ

カ

の

イ
ス

ラ

ー
ム

化
プ

ロ

セ

ス

ー
世
界
宗
教
の

土

着
化
モ

デ

ル

　
以
上

の

考
察
を

ふ

ま

え
た

と

き
、

従
来
の

静
態

的
な

「

原

理
主

義
的
」

宗
教
観
に

た

っ

た

宗
教
比

較
に

か

わ

っ

て
、

よ

り

実
り

多
そ

う

な

新
た

な

宗
教
比
較
の

視
座
が

み

え
て

く

る
。

そ

れ

は
、

様
々

な

世
界
宗
教
の

拡
大

に

伴
う
動

的
プ
ロ

セ

ス

や
、

様
々

な

世
界
的
文

明

圏
が

世
界
宗
教
と

と

も

に

形

成
さ

れ

て

ゆ

く

プ
ロ

セ

ス

に

注
目
し

た

比
較
研
究

で

あ

る
。

こ

れ

ま

で

の

黒

ア

フ

リ

カ

の

イ

ス

ラ

ー
ム

化
プ
ロ

セ

ス

の

研
究
か

ら

も
こ

う
し

た

比

較
研
究
の

具

体
案
が

い

く
つ

か

導
き
だ

せ

る

の

で
、

こ

れ

を
紹
介
し

よ
う

。

　
ま

ず
、

文
明
圏
の

形
勢
拡
大

発
展
に

と

も
な
っ

て

生

じ
る

宗
教

接
触
と

混

交
に

は
、

二

つ

の

タ

イ
プ

が

あ
る

こ

と

を

確
認
し

よ
う

。

一

つ

は

同
レ

ヴ
ェ

ル

の

宗
教
の

接
触

・

混

交
。

中
国
文

明
圏
の

儒
教
と

仏

教
、

イ
ン

ド

文
明

圏
の

仏
教
と

ヒ

ン

ズ
ー

教
の

よ

う

に

と

も

に

世
界
宗
教
と

み

な

し

う
る
よ

う
な

宗
教

が

ほ

ぼ
一

つ

の

文

明
圏
を

形
成
し

て

い

る

場

合
が

あ
る

。

世
界
の

大

宗
教
は

対
立

衝
突
し

あ

う
と

み

ら

れ
が

ち

で

あ

る

が
、

マ

ク

ロ

的
視
野
に

立
っ

た
場
合

、

中
国
と

イ

ン

ド

文
明

圏
で

は
、

複
数
の

大
宗

教
が

並

存
し

て

い

る
。

実
は

イ
ス

ラ

ー
ム

文

明
圏
も

イ
ス

ラ

ー
ム
一

色
で

は
な

く
、

キ

リ
ス

ト

教
や

ユ

ダ
ヤ
教
を

同
じ

経
典
の

宗
教
と

し
て

そ

の

存
在
を

そ

の

内
部
に

認
め

て

き

た
。

こ

う

し

た

宗

教
共
存
の

あ
り

方
に
つ

い

て

の

比

較
研
究
が

課
題
と

し

て

立
ち

上
が

る
。

　

し

か

し

同
一

文
明
圏
内
に

み

ら

れ

る

典
型
的

な

宗
教

接
触
・

混
交
は
、

レ

ヴ
ェ

ル

の

異
な

る

宗
教
間
の

そ
れ

だ
。

つ

ま

り
、

そ

の

文

明
圏
に

支
配
的
な

世
界
宗
教
と

ロ

ー

カ

ル

な

宗
教
と

の

接
触

・

混
交
で

あ

る
。

イ

ス

ラ

ー
ム

文

明
で

あ
れ

ば
、

イ
ス

ラ

ー
ム

は

黒
ア
フ

リ
カ

の

ア

フ

リ
カ

へ

の

伝
播
拡
大
に

と

も

な
っ

て
、

ア

フ

リ

カ

伝
来
の

宗
教
と

そ

れ
に

結
び
つ

く
文
化
と

接
触
し
、

こ

れ

を

排

斥
消
滅

さ
せ

た

り

混

交
を

引
き

起
こ

し

て
き

た
。

こ

う

し
た
プ

ロ

セ

ス

は

わ
が

国
に

お

け

る

仏
教
と

在
来
の

神
道
的
固

有
宗
教
と

の

接
触
．

混

389 （605〕
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表 1 サ ハ ラ南縁世界 に おける イス ラ
ー

ム都市の 類型

政 治 交易

イ ス ラーム 都市

一
元 的政治 二 元 的政治 湿潤 サ ヴ ァ ン ナ サ ハ ラ辺縁部

イ ス ラーム都市 イ ス ラ ーム都市 交易 交易

（Y 型都市） （X 型都市） イ ス ラ ーム 都市 イ ス ラ ー
ム 都市

（Wb 型都市） （Wa 型 都市）

は じめ か ら イ ス ラ ー
土着の 異教原理 を保 サ ハ ラ交易 の 分肢 と し サ ハ ラ交易 の 拠点 に

ム 原理 に 則 し て 成立 持し つ つ 表層的に イ て発達 した黒 ア フ リカ 成立 。 北ア フ リカな

し た イ ス ラ ーム 国家 ス ラ ーム 化し た 王 国 内部の 交易路に そ っ て ど か ら来訪 した自人

の 王都。 の 王都 。 成立。ジ ュ ラ 、ハ ウ サ 系住民 主体 。
フ ル ベ ・イ ス ラーム などの 黒人系ム ス リ ム

国家群 の 王都 。 の 住民主体 。

ソ コ ト、カ ノ 、ザ リ ガ ーナ帝国、マ リ帝 ボ ボ ・ジ ュ ラ ツ ソ、ア トン ブ ク トゥ 、オー

ア 、ヨ ラ、ガ ウ ン デ 国 、 ソ ン ガ イ帝国、 ドム リ、コ ン な ど ダ ガ ス ト、タ ダメ ッ

レ 、マ ル ア、レ イ ・
ハ ウ サ 王 国、ボ ル ヌ カ、ジ ェ ン ネな ど

ブーバ な ど 帝国 な ど の 王 都

第
三

段

階
の

存
在
は

、

黒
ア

フ

リ

カ
の

イ
ス

ラ

ー
ム

史
に

詳
し

く
な

教
改
革
さ

れ

た

段
階

。

段

階
は
、

混
交
し

た

イ
ス

ラ

ー
ム

が

本
来
の

姿
を

取
り

戻
す
べ

く
宗

れ

少
な

か

れ

変
質
し

な
が

ら

黒

ア
フ

リ

カ

社
会
に

入

り

込

む

段
階

。

第

イ
ス

ラ

ー

ム

が

黒
ア
フ

リ

カ

社
会
の

伝
統
宗
教
と

の

混
交
に

よ

り

多
か

る
。

し

か

し

そ

の

分
、

「

純
粋
な
」

状
態
に

と

ど

ま

る
。

第
二

段
階
は
、

ス

ラ

ー
ム

は

黒

ア
フ

リ
カ

社
会
に

深

く

入
り
込

ま

ず
周

辺

部
に

と

ど

ま

階
は

、

イ
ス

ラ

ー
ム

が

黒

ア
フ

リ

カ

に

到
来
し

た

当
初
の

段
階
で
、

議
論
の

ポ

イ
ン

ト

は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

化
の

三

段

階
論
で

あ

る
。

第

イ　 段

こ

の

こ

と

が
、

ト

リ

ミ

ン

ガ

ム

以

来
常
に

問
題
に

な
っ

て

き

っ

て

当
然
だ

か

ら

で

あ
る

。

ア
フ

リ
カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム

に

お

た 亘 い
゜

　 て

そ　 は
の 　　

、

圏
と
い

え

ど

も
、

地
域

・

時
代
に

よ

っ

て

接
触
・

混
交
の

様
態
は

異

な

域
．

時
代
に

よ

る

ち
が

い

を
ふ

ま

え
な

け
れ

ぼ
な

ら

な

い
。

同
一

文

明

こ

の

よ

う
な

比

較
は

し

か

し

ま

ず
、

同
一

文

明

圏
の

な

か

で

の

地

比

較
可
能
だ

。

ト

教
と
ケ

ル

ト

や

ゲ
ル

マ

ン

宗
教
と

の

接
触

・

混

交
の

プ

ロ

セ

ス

と

も

交
の

プ
ロ

セ

ス

と

比

較
し

う
る

し
、

西
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

に

お

け

る

キ

リ

ス
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文明化 として の ア フ リ カ ・イス ラーム 化

い

方
に

は

驚
き

か

も

し

れ

な
い

が
、

黒

ア

フ

リ

カ

に

も
、

イ

ス

ラ

ー

ム

宗
教
改
革
運

動
が

存
在
し

た
。

具
体
的
に

は
、

筆
者
が

ア
フ

リ

カ
・

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
の

取
っ

掛
か

り

に

し

て

き

た

「

フ

ル

ベ

族
の

聖
戦
」

と

呼

ば
れ

る
、

牧
畜
民
フ

ル

ベ

族

を
中
心

と

し

て

十
八

1

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ほ　

十
九
世

紀
に

生

じ
た

イ
ス

ラ

ー
ム

国
家
建
設
運
動
が

そ

れ
で

あ
る

。

し

か

し

そ

の

後
筆
者
は
、

黒
ア

フ

リ

カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム

化
の

第
一

段

階
に

あ
た

る

イ
ス

ラ

ー
ム

が

見

ら
れ

る
ジ
ェ

ン

ネ
や

ト
ン

ブ

ク
ト

ゥ

な

ど

の

イ

ス

ラ

ー
ム

都
市
を
調
査

研
究

す
る

と

と

も

に
、

第
二

段

階
の

ア
フ

リ

カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム

の

事

例
も

数

多
く

み

て

き

た
。

そ

し
て

こ

う
し

た

調
査
研
究

事
例
を

も
と

に
、

西
ア

フ

リ

カ

の

イ
ス

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　　

ラ

ー
ム

化
の

多

様
性

を
、

イ
ス

ラ

ー
ム

都
市
の

類
型

論
と

し

て

図

式

的
に

整
理
す

る

試
み

も
お

こ

な
っ

た
（
表
1

）

。

　

黒
ア

フ

リ

カ

に

お

け
る

イ
ス

ラ

ー
ム

国
教
化
運
動
と

日
本
に

お

け

る

仏
教

国
教
化
運

動

　

こ

の

よ

う

な

宗
教

接
触

・

混

交
の

図

式
を

も

と

に
、

黒
ア

フ

リ
カ

に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー

ム

化
と

他
の

文
明
圏
に
お

け

る

支
配
的
世
界

宗
教
と

ロ

ー

カ
ル

な

伝
統
宗
教
と

の

問
の

接
触

・

混
交
の

プ
ロ

セ

ス

を
比

較
し

て

み

る

と
、

い

く
つ

も
の

新
た

な
研

究
課
題
が

得
ら
れ

る

こ

と

に

気
付
く

。

そ

の

ひ

と
つ

は
、

日
本
で

は

結
局

仏
教
立

国
家
は

成
立
し

な

か

っ

た

が
、

そ

れ

は

何
故
か

と
い

う

問
題
で

あ
る

。

　

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
で

は
、

黒

ア

フ

リ

カ

で

も
「

フ

ル

ベ

族
の

聖
戦
」

を

通
じ

て
、

イ
ス

ラ

ー
ム

を

建

国
理

念
と

し

イ
ス

ラ

ー
ム

を

国

教
と

す

る

イ
ス

ラ
ー

ム

国
家
が

成
立
し

た
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

も

キ
リ

ス

ト

教
は
ロ

ー
マ

帝
国

を

初
め

と

す

る

様
々

な

王

国
の

国

教
と
な

っ

た
。

し
か

し

日

本
で

は
、

東
大

寺
創
建
な

ど

に

み

ら

れ

る

よ

う
に

大
々

的
な

仏

教
に

よ

る

鎮

護
国
家
体
制
が

し
か

れ

た
に

も

か

か

わ

ら

ず、

つ

い

に

仏
教

立

国
家
は

成

立
し

な

か
っ

た
。

鎌

倉
期
に

成
立

し

た

日

蓮

宗
や

浄
土

真

宗
は
、

日
本
を

仏

教
立

国
家
に

し

よ

う
と

い

う
主

張
を

含
ん

だ

仏
教
運
動
で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
が

、

仏
教
は

日

本
の

国
教
と

な
り

得
な

か

っ

た
。

こ

れ
は

日

本
と

い

う

国
の

特
殊
事
情
に

よ

る
の

か
、

あ
る
い

は

仏
教
と

い

う

も
の

の

本
質
に

属
す
の

か
。

従
来

、

と

も

す
る
と

、

仏
教
は

政
治
に

は

タ

ッ

チ

し

な

い

政
教
分
離
思
想
に

立
脚
し

た

宗
教
だ

と
考
え

ら

れ

や

す

か
っ

た
。

し
か

し

東
南
ア

ジ
ア
で

は

タ

イ

の

よ

う
に

仏
教
立

国
家
を

宣
言
し

391 （607）
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た

王

国
が

存
在
し

た
。

ま

た

チ
ベ

ッ

ト

を

本
拠
と

す
る

ラ

マ

教
は

、

中
国

、

東
ア

ジ

ア

を

支
配
す
る

キ
リ

ス

ト

教
に

お

け

る

ヴ

ァ

チ
カ

ン

の

よ

う
な

役
割
を

は
た

し

三
た

と

も
い

瀬

そ

も

そ

も

杲
に

お

い

て

も
・

鎮
護
国
家
思
想
に

み

ら

れ

る

よ

う
に
・

仏

教
は

国
教

説

化
す
れ

す
れ

の

段
階
に

ま

で

至
っ

た

時
期
が

あ
る

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

胴

　

キ
リ

ス

ト

教
や

仏
教
は

政
教
分
離

、

イ
ス

ラ

ー

ム

は

政
教
一

致
と

い

う

よ

う
な

、

政
治
と

宗
教
の

か

か

わ

り

方
を

夫
々

の

宗
教
の

本

質
に

よ
っ

て

説
明

し
よ

う

と
い

う
考
え

方
は

ま

さ

に
、

「

原
理
主

義
的
」

な

宗
教

観
に

た

つ

発
想
で

あ
り
、

現
実
に

は
、

キ

リ

ス

ト

教

も
仏
教
も

国
家
政
治
と

深
く

か

か

わ

り
、

仏
教
立

国
家
や

キ

リ
ス

ト

教
立

国
家
も
存

在
し

て

き
た

。

逆
に

、

イ
ス

ラ

ー
ム

教

徒
が

多
数

派
を

し

め

て

い

て

も
イ
ス

ラ

ー
ム

が

国
教
と

な

り

え

な
い

国
家
も
存
在
し

た
。

な

ら

ば
、

日

本
に

仏
教
立
国
家
が

成
立

し

得
な
か
っ

た

と
い

う

の

は

何
故
か

。

そ

う
い

う

問
い

が
、

仏
教
の

本
質
論
と

し

て

で

は

な

く
、

仏
教
の

世
界
へ

の

拡
大
と
こ

れ

に

と

も
な

う
土

着
化

プ
ロ

セ

ス

の

問
題
と

し

て
、

新
た

に

提
出
さ

れ

う

る
の

で

あ
る

。

　

辺
境
地
域
に

お

け
る

宗
教
的

主
体
性
の

あ
り

か

た

　

ト

リ
ミ

ン

ガ
ム

ら

が

示

し
た

黒
ア
フ

リ
カ

・

イ
ス

ラ

ー

ム

化
モ

デ
ル

の

発
想
に

対
し

て

は
、

ア

フ

リ
カ

蔑
視
思
想
だ

と

い

う

批
判
が

あ
る

。

な
ぜ

な

ら
、

そ

れ
は

、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

よ

う
な
一

神
教
的
世
界
宗

教
は

、

ア

フ

リ
カ

が

生

み

出
し

た

も

の

で

は

な

く
、

外
か

ら

導
入

さ

れ

た

も

の

で
、

そ

う
し

た

外

来
宗

教
が

ア
フ

リ
カ

を

席
巻
し
て

ゆ

く

の

だ

と
い

う

発
想
に

た

つ

と

見
ら

れ

て

い

る

か

ら
で

あ

る
。

こ

の

問
題
を
鋭
く

指
摘
し

た

の

は

ホ

ー
ト

ン

で

あ
る

が
、

ホ

ー

ト
ン

に

よ

れ

ば
、

ア
フ

リ

カ
に

も
、

潜
在
的
に
一

神
教
的
考
え
は

あ

り
、

そ

れ

が

社
会
経
済
状
況
の

変
化
と

と

も

に

顕
現
し

た
こ

と

が
、

現
象
と

し
て

は

イ
ス

ラ

ー
ム

や

キ

リ
ス

ト

教
の

広
が

り

に

な
っ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
お　

た

に

過
ぎ
な
い

、

と
い

う
。

同
じ

よ

う
な

ア

フ

リ

カ

宗
教
一

神
教
説
は

先
に

紹
介
し
た

ル

ギ
ラ

に

も

見
ら

れ

る
が

、

筆

者
は
こ

の

よ

う

な

立

場
は

と

ら
な
い

。

こ

の

立

場
は

、

イ
ス

ラ

ー
ム

が

歴
史
的
事
実
と

し

て

外
部
か

ら

伝
播
し
た

宗
教
だ
と

い

う

事
実
を

軽

視
し

て

い
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る
。

さ

ら

に

こ

の

立
場

は
、

ア
フ

リ
カ

人
の

宗
教
的
主
体
性
を

強
調
す

る

た

め

に
、

一

神
教
的

至
咼

神
観
念
の

存
在
を
ア

フ

リ

カ

に

想

定
す

る
が

、

こ

れ

は、

一

神
教
的
至

高

神
観
念
が

優
れ
た

も

の

だ

と
い

う
タ

イ

ラ

ー

流

古
典
的
宗
教
人
類

学
の

宗
教

観
と

そ

の

背
景

に

あ

る

キ
リ

ス

ト

教

的
宗

教

観
の

裏
返
し

の

主

張
で

あ
り

、

伝
来
の

ア

フ

リ

カ

宗
教
が

有
す

る

多
様
性
や

独

自
性
を
か

え
っ

て

無
視
し

て

い

る
。

　

筆
者
は

、

ア
フ

リ
カ

の

伝
統
宗
教
は
、

少
な

く

と

も
、

三

つ
、

狩
猟
採
集
民
の

宗
教

、

牧
畜
民
の

宗
教、

農

耕
民
の

宗
教
に

わ
け

て

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
め　

考
察
さ

る
べ

き

だ

と
考
え

て

い

る
。

な

ら

ば
、

黒

ア

フ

リ
カ

の

イ
ス

ラ

ー
ム

化
に

際
し

て

も
、

最
低
限、

狩
猟

採
集
民
の

イ
ス

ラ

ー
ム

化
、

牧
畜
民
の

イ

ス
ラ

ー
ム

化
、

農
耕
民
の

イ
ス

ラ

ー

ム

化
に

分
け

て

そ

の

異
同
を

考

察
す
べ

き
で

あ
る

と

考

え
て

い

る
。

こ

う
し

た

観
点
か

ら

の

ア
フ

リ
カ

・

イ
ス

ラ

ー

ム

化
論
を

筆

者
は

ま
だ

全

面
的
に

展
開
し

て

い

な
い

が
、

筆
者
の

こ

れ

ま

で

の

「

フ

ル

ベ

族
の

聖

戦
」

論
は

、

少
な

く
と

も
、

牧
畜
民
の

特
殊

性
を
ふ

ま

え
て
、

そ

の

宗
教
改
革
運
動
の

展
開
と

動
因
を

論
じ

た

も
の

で

あ

る
。

そ

し
て

こ

の

こ

と

に

よ

り
、

黒

ア

フ

リ

カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム

化
の

宗
教
改

革
を
め

ぐ
っ

て

の

ト

リ

ミ

ン

ガ

ム

的
な

「

原
理

主
義
的
」

解
釈
を
克
服

し

え

た

と

考
え
て

い

る
。

　

ト
リ

ミ

ン

ガ
ム

は
、

「

フ

ル

ベ

族
の

聖

戦
」

を
め

ぐ
っ

て

は
、

ア
フ

リ

カ

宗

教
と
の

混

交
に

よ
っ

て

変

質
し

た

イ

ス

ラ

ー
ム

の

純
化

復
古
運
動
だ

と

い

う
「

原
理

主
義
的
」

解

釈
に

陥
っ

て

い

る

か

に

み

え

る
。

そ

れ

故
、

イ
ス

ラ

ー
ム

化
に

よ

る

ア
フ

リ
カ

要
素
の

駆
逐

が

ア

フ

リ

カ

の

イ

ス

ラ

ー
ム

化
の

到
達
点
な
の

か

と

い

う

批
判
を
生
ん

で

し

ま
っ

た
。

こ

の

よ

う
な

ト

リ

ミ

ン

ガ

ム

に

代
表
さ

れ

る

「

フ

ル

ベ

族
聖
戦
」

論
の

問
題

点
は

、

「

フ

ル
ベ

族
の

聖
戦
」

に

お

け

る
フ

ル

ベ

族
の

役
割
を

十
分
評
価
し

て

い

な

い

点
に

問
題
が

あ

る
。

し
か

し

筆
者
は、

フ

ル

ベ

族
と
い

う

ア
フ

リ

カ

の

土

地

生
産

者
と

そ

こ

か

ら

輩
出
さ
れ

た

土
着
の

宗
教
者
が

主

体
と

な
っ

て

活
動

し

た

こ

と

に

注
目
し、

「

フ

ル

ベ

族
の

聖
戦
」

は
、

こ

れ

ま
で

の

交
易
商
人

に

か

わ
っ

て
、

ア
フ

リ

カ

の

土

地
生
産

者
が

イ

ス

ラ

ー
ム
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化
の

主
体
と

な

ろ

う

と

し

た

と
い

う

意
味
で

イ
ス

ラ

ー

ム

の

土
着
化
の

運
動
で

あ
っ

た

と

い

う
理

解
を
提
出
し

た
。

そ

し

て

牧
畜
民
で

あ
る
フ

ル

ベ

族
が
こ

の

よ

う
な

役
割
を

果
た

し

得
た

理

由
と

し

て
、

牧
畜
経
済
が

当
時
勃
興

し
つ

つ

あ
っ

た

イ
ス

ラ

ー

ム

商
業
経
済
発

展
の

中
枢
に

位
置
し

て

い

た
と

い

う

事
実
に

注
目
し
た

。

し

た

が
っ

て
、

「

フ

ル

ベ

族
の

聖

戦
」

は
、

経
済
的

条
件
も

兼
ね

備
え
た

土

着
民
と

そ

の

聖

職
者
に

よ

る
、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

黒
ア

フ

リ

カ

状
況
下
で

の

主

体
化
・

再
創
造
と

で

も
い

う
べ

き

運
動

で

あ
っ

た
。

こ

れ

は

日
本
に

お

け

る

鎌

倉
仏
教
の

宗
教

改
革
運
動

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け
る

ル

ッ

タ

ー

ら

の

宗
教
改
革
運
動
と

軌
を
一

に

す

る

と

私
は

み

て

い

る
。

共
に

土
着
の

宗
教
者
が

そ

の・
王

役
に

躍
り

出
て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

　
こ

の

よ

う

な

視
点
は

、

世
界
宗
教
が

世
界
へ

と

拡
大
し

定
着
化
す
る
プ

ロ

セ

ス

に

つ

い

て

の
一

般
理

論

構
築
の

手
が

か

り
に

も
な

り

得
そ

う

で

あ
る

。

世
界
宗
教
の

世
界
へ

の

拡
大
は
、

中
心
地
か

ら

の

伝
道
団

が

辺

境
の

地
へ

と

派

遣
さ

れ

る
だ

け
で

は

限

界
が

あ
る

。

夫
々

の

地
域
で

土

着
の

聖

職
者
が

中
心
に

な
っ

て

外
来
宗
教
を

自
ら
の

宗
教
と

し
て

主
体
的
に

ひ

き

う
け

宗
教

的
再
創
造
を

試
み

る
こ

と

に

よ

っ

て

こ

そ

土

着
化
し
、

拡
大
す
る

。

黒

ア
フ

リ

カ

に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー
ム

化
の

プ
ロ

セ

ス

の

研
究
は

、

こ

の

よ

う
な

新
し
い

視

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　
　
ユ

野
で

の
、

世
界
宗
教
の

比

較
研
究
へ

と

道
を

ひ

ら

く
。

　

グ
ロ

ー

バ

ル

化
時
代
の

宗
教
の

比
較
研
究

　
こ

の

よ

う

な

視
点
は
、

さ

ら

に
、

現
在
の

よ

う
な

グ
ロ

ー

バ

ル

化

時
代
の

宗
教
研
究
の

課
題
が

何
で

あ
る

か

に

つ

い

て

も

独
自
の

視

座
を

提
供
す

る
。

　
黒

ア

フ

リ
カ

の

イ
ス

ラ

ー
ム

化
論
は

正

確
に

は

三

段
階
論
で

は

な

く
、

四

段
階
論
で

あ
る

。

植
民
地
化
時
代
以

降
の

イ
ス

ラ

ー
ム

が

四

番
目
の

段

階
と

し

て

存
在
す
る
か

ら

で

あ
り
、

現
代
は

そ

の

渦

中
に

あ
る

。

先
に

指
摘
し

た

四

大
文
明

圏
の

並

立

状
態
と

い

う
の

は
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

が

世
界
へ

と

進
出
し

、

地
球
上

の

あ

ら

か

た
に

植
民

地

帝
国
を

建

設
す
る

十
九

世
紀
以

前
の

姿
で

あ

る
。

十
五

世
紀
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末
の

大

航
海
時
代
の

幕
開
け
と
と

も
に

、

四

大
文

明
圏
の

並
立
状
態
は

崩
れ

始
め

る
。

そ

の

う
ち
の

ひ

と

つ

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

・

キ
リ

ス

ト

教
文

明

圏
が

拡
大
し

、

世
界
を

覆
い

始

め

る

か

ら

で

あ
る

。

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

・

キ

リ
ス

ト

教
文
明

圏
の

拡
大
に

よ

り
、

二

〇

世
紀
初
頭
に

は
、

世

界
の

大
半
は

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

・

キ

リ
ス

ト

教
文
明
圏
に

組
み

込

ま

れ

る
に

至
る

。

こ

れ

を

称
し
て

ウ
ォ

ー

ラ

ー

ス

テ

イ
ン

は

周
知

の

よ

う

に

「

近

代
シ

ス

テ

ム
」

の

成
立
と

呼
ん

逃
・

た

だ
・

ウ

・

⊥

了
ス

テ

イ
ン

は
、

こ

の

「

近

代
シ

ス

テ

ム
」

は
、

そ

れ

ま

で

夫
々

が

独
立

閉
鎖
的
に

存
在
し
て

い

た

「

世

界

帝
国
」

を

結
び
つ

け

る

こ

と

に

あ
っ

た

と

の

み

す
る

の

で

あ
る

が
、

そ

れ
は
、

結
び
つ

な

ぐ
に

と
ど

ま

ら

ず
「

世
界
帝
国
」

の

破
壊
を

と

も

な
っ

た
。

世
界
宗
教
間
の

対
立
衝
突
は
こ

の

過

程
に

お

い

て

は

じ
め

て

深
刻
な
様

相
を

呈
し
た

。

　

し

か

し

今
日

、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

植
民
地
帝
国
主
義
の

時

代
は

終
わ

り
、

か

つ

て

の

植
民
地
は

独
立

を

遂
げ
た

。

し

か

し

植
民

地

化
と

独
立

の

プ
ロ

セ

ス

を

経
る

中
で

、

か
つ

て
の

三

大
文

明
圏
の

様
相
は

大
き

く

変
化
し
た

。

こ

れ

を
整
理
す
る
と

次
の

よ

う
に

な

る

だ

ろ

う
。

　

 
政

治
的

統
一

を
ほ

ぼ

回
復
し

宗
教

性
も

保
持
し

て

い

る

イ
ン

ド

文
明

　

 
政
治
的

統
一

を

ほ
ぼ

回

復
し

た
が

宗
教
を

否
定
し
て

し

ま
っ

た

中
国
文
明

　

 
政
治
的
分
断
状
況
に

あ

り
そ

れ

ゆ

え
宗

教
色
が

強
い

イ
ス

ラ

ー

ム

文
明

　

こ

の

よ
う

な

整
理
か

ら
、

現
代
世
界
が

抱
え

る

問
題
を

理

解
す
る

糸
口

が

い

く
つ

か

見
つ

か

る
。

　

た

と

え
ば
、

か

つ

て

の

文
明
圏
の

回
復
維
持
と
い

う
点
か

ら

み

る
と

、

イ
ン

ド

文
明
は

ほ

ぼ

安
定
状
態
に

あ

る

が
、

中
国
文
明
と

イ

ス

ラ

ー
ム

文

明
は

不
安

定
要
因
を

抱
え

て
い

る
こ

と

に

な

る
。

し

か

し

中
国
文
明
と

イ
ス

ラ

ー
ム

文

明
が

抱
え

る

課
題
は

対
称
的
で

あ

る
。

中
国
文

明
に

お

い

て

は

宗
教
復
権
が

課
題
で

あ
り
、

イ
ス

ラ

ー
ム

文
明
に

お

い

て

は
、

政
治
的
統
一

が

課

題
だ

。

た

だ
、

イ
ス

ラ

395 （611）
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ー
ム

文
明
全
体
に

は

政
治

的
な
統
→

は

存
在
し

た

こ

と

は

な
い

の

で
、

イ
ス

ラ

ー
ム

文

明
全
体
が
→

つ

の

政
治
体
制
下
に

ま
と

ま

ろ

う

と

す
る

運
動
に

ま

で

は
至

ら

な
い

で

あ

ろ

う
。

し

か

し

か

つ

て

の

大
文

明
圏
の

な
か

で

激
し
い

政
治
的
分
断
状
態
に

あ

る
の

は

唯
一

イ

ス

ラ

ー

ム

文
明
圏
で

あ
り
、

そ

れ
だ

け

宗

教
が
こ

の

文
明
圏
の

統
一

の

象
徴
と

し

て

強
調

さ

れ

が

ち

な
こ

と

が

理

解
さ
れ

る
。

中
東
に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー
ム

復
興
の

背
景
と

な

る

の

は
こ

の

よ

う

な

政
治

的
分
断
状
況
で

あ
ろ

う
。

な

お
、

中
国
に

お

い

て

も
宗
教
復
興
の

兆

し
が

み

え
る

が
、

そ

の

宗
教
運

動
と

、

イ
ス

ラ

ー
ム

復
興
運
動
は

性
質
を

異
に

し

て

い

る
こ

と
が

、

右
の

比

較
か

ら

わ
か

る
。

　

地
球

時
代
の

宗
教
の

創
造
者
た

ち

は

？

　

し

か

し

現
代
の

よ

う

な

グ
ロ

ー
バ

ル

化
時
代
に

お

い

て
、

旧
来
の

世
界
文
明

、

世
界
宗
教
が

そ
の

ま
ま

の

価
値
を

維
持
し

う

る

と

は

考
え

ら

れ

な
い

。

世
界
宗
教
が

か

つ

て

成
立

地
盤
と

し

て

い

た

文
明
圏
は

も
は

や

世
界

で

は

な

く
な

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル

化
し

た

地
球

文

明
の
一

地
方
文
明
圏
に

す

ぎ
な

く

な
っ

て

い

る
。

世
界
宗
教
は

も

は

や

厳
密
な

意
味
で

の

世
界
宗
教
で

は

あ

り

得
な
い

。

し

か

し

だ
か

ら

と

い

っ

て

現
代
の

無
宗
教
的
な

グ
ロ

ー
バ

リ
ズ

ム

が

そ
の

ま

ま

続
く
と

は

思
え

な
い

。

地

球
時
代
の

地

球

宗
教
と

呼
び

う

る

よ

う
な

宗
教
が

誕
生

す
べ

き

で

あ
り

、

そ

れ
が

ど

の

よ

う
に

し

て

誕
生
し

て

く
る

の

か
、

こ

の

こ

と

を
探
る

よ

う

な

宗
教
研
究
が

あ
っ

て

も

よ

い
。

本
研
究
か

ら

も

あ
る

種
の

示
唆
は

え

ら

れ

る
。

　

地
球

時
代
の

地
球
宗
教
は
、

こ

の

地

球
上

に

形

成
さ

れ

た

多
様
な

文
化
と

文
明

、

社
会

、

多
様
な

宗
教
を

統
合
す

る

よ

う

な

宗
教
で

あ
る

必
要
が

あ
る

。

ひ

と
つ

の

宗
教
や

文

化
、

文
明
の

み

を

特
権
視
す
る

よ

う
な

立
場
は

、

無
用
な

争
い

を

招
く
ば

か

り
で

な

く
、

人

類
が

営
々

と

築
き

上

げ
た

遺
産
の

多
く
を
無
に

す

る
。

こ

う

し

た

多
様
な

統
合
を

指
し
て

カ

ト

リ
ッ

ク

は
エ

キ
ュ

メ
ニ

ズ
ム

と

呼
び
、

カ

ト

リ
ッ

ク

中
心
に

エ

キ
ュ

メ
ニ

カ

ル

運
動
が

広
が

り
は

じ

め

て

い

る

こ

と

は

知
ら

れ

て

い

る
。

し

か

し

私
は

、

真
の

エ

キ
ュ

メ
ニ

カ

ル

運
動
を

推
進
し
う

る

の

は
、

一

大
文

明
の

中
心

に

位
置
し

た

既
成
宗

教
で

は

な

く
、

様
々

な

宗
教

の

接
触
と

対
立

の
ロ
ハ

中
に

位
置
し

｛612） 396
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文明化 として の ア フ リカ ・イ ス ラーム 化

　 西洋

近代文明
界文明

西洋近代文明世界文明

残
し
て

い

る
　 o

し

か

し

第
一

地 域

（世 界文明 の 中心）

第二 地域

（世 界文 明 の 辺境 ）liガ灘 懃　 ’wwww
、
鳳
蠍　　曲　@跏@　ﾈ　　h　

　内 西洋
代文明

謗O 地域 （ 世界明

外 部 ） 1 図

ﾟ
代
化
の
諸
形

態

　
　

　
　
　

明
圏
の
周
辺
部
は

、

　

　

　
　
　

　
こ
の
地
域

は
西

洋

代
文

明
到
来

以

前
に
、

明
の

受
容

比

較
的

容
易
で
あ

っ
た

。

う

で

、

全

面

的
に
受

け

れ

て
い
る

わ
け
で

は

な
い
。

の
辺

に
位

置
し
た

東
南
ア
ジ
ア
、

て
そ

の

融
合

に
試

行

錯

誤

を
重

ね

て

来
た

地
域

の
人

び

と

で

は

な

か
と
考

え
て

い

る

。
こ
の

こ
と

を

考
え

る

う

え
で

参

考

と
な
る

よ

う
な

図
式
を

、

こ

れ

ま

で
の
考

から
描

出

す

こ

と
が
で

き
る
（
図

2
）

。

　

こ

の

図
式
は
世

界

を

三
つ

に
分
け
る

と
こ

ろ

か
ら

成

立
っ

て
い

る

。

 
世

界の

大

文

明
中

心
地

域

、

 
そ

の
辺
境

地
域

、

そ
れ

に

、

 

大
文

明

の

影

響

圏
外

に

あ
っ

た
地

域

、
で

あ
る

。
こ

の

三

地

域
が

、
グ
ロ
ー

バ

ル

化

の
中

心
と
な

っ

て

い

る

西

洋

代

文

明

と

ど

の
よ
う

に
対

応

て

き
た
か
を

示

す
の

が
こ

の

図

式
で

あ

る
。

　
大
文

明
の

中

心
部

は

、

夫
々
の

文
明

の
伝

統

正
統
的

継
承
者
と
し

て

、

そ
の

文
明

に
揺

る
ぎ

な
き

誇

り
と

自
信
を

有

し
て
い

る
。
し

た
が

っ

て

西
洋
近
代

文
明

の
受

容
に

は

根

強
い

反
発

が

あ
る
。

中

国

文
明

の

中
心

地
で

あ
っ

た

中

国

、
イ
ン

文
明

の
中

心
地

で

あ

っ
た

イ
ン

ド
、

イ
ス

ラ

ー
ム

文

明

の

中
心

地
で

あ
っ

た
中

東

が
そ

の
例
で

あ

。
も
ち
ろ

ん
こ
の

よ

う
な

中
心

地

に

も

そ
の

地
域

特

の

伝

統

的
地

域
文

化
が

存

在
す

る

が
、
そ

の

層
は

薄
い

。

　
　

夫
々

の
文
明

圏
に
組
み
込
ま

た

歴

史

は

比

較

的

新
し
く
、

在
来
の

地
方

文
化

の

伝

統

も
色

濃
く

　
　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

外

文

明

を

受
け

入
れ

て

き

た

地
域
で
あ

る

。
し
た

が

っ

て

西

洋
近

代

文

　
　
　
し
か

し

か

つ
て

の

外

文

明

の

伝

統

も

残

し
て

い
て
、
西
洋

近
代
文

明
を
受

け

入

れ
て

い

るよ

　

　
　

　
　

　
　

　

　

中

文

明

の

周

辺

に
位

置
し
た

日
本
、

韓
国
、

ヴ

ェ
ト
ナ

ム

や
、

イ
ン

ド

文

明

　
　

イ
ス

ラ

ム文明 周辺に位置

た東南
ア
ジア 、 ア フ リ カ が そ の 例で あ る 。 397 （
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他
方

、

世
界
に

は

世
界
的
文
明
の

影

響
の

外
に

位
置
し

た

地
域
も

数
多．
く

あ
る

。

ア

フ

リ
カ

の

中
南
部

、

中
南
太
平
洋

、

新
大

陸

な

ど

で

あ

る
。

こ

れ

ら

の

地

域
の

近
代
化
の

プ
ロ

セ

ス

を

み

る

と
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

近

代
文

明
に

大
き

く
飲
み

込
ま

れ

る

傾
向
が

あ

る
。

新

大
陸
の

諸
文
化
に

い

た
っ

て

は

消
滅
し

た

も
の

も

多
い

。

　

こ

の

よ

う
な

図
式
を

ふ

ま

え

た
と

き
、

地
球
時
代
の

宗
教
の

あ
り
か

た

を
考
え

る

の

に

ふ

さ
わ

し

い

地
域
と

人
々

と

は
、

図

2
に

お

け

る

2
に

示
さ

れ

る

よ

う

な
、

か

つ

て

の

大
文
明
圏
夫
々

の

周
辺
に

位

置
し

た

地

域

と

そ
の

人
び

と

で

は

な
い

か

と
に

ら

ん

で

い

る
。

第
一

地
域
の

文
化
は

あ

ま

り

に

誇
り
が

高
す
ぎ
る

。

第
三

地
域
の

人
び

と

は

あ

ま

り

に

西

洋
近
代
文
明
に

席
捲
さ

れ

す
ぎ

て

い

る
。

し

か

し

第
二

地
域
の

人
々

は
、

夫
々

の

地
域
在
来
の

伝
統
宗
教
と

世
界
宗
教
の

接
触
・

混

交
の

経
験
を

重

ね

た

う
え
に

、

西
洋
近

代
文

明

と

出
会
っ

て

い

る
。

三
つ

の

文
明
ど

れ

も
が

完
全
で

な
い

こ

と

を

肌
身
に

経
験

す

る

と

と

も

に

夫
々

の

固
有
の

価
値
も

認
識
し

て

い

る
。

日

本
も
こ

の

地

域
に

入
る
が

、

サ
ハ

ラ

砂

漠
の

南
の

黒

ア

フ

リ
カ

世
界
も
、

イ
ス

ラ

ー
ム

文
明
圏
の

周
辺
地
域
と

し

て

構
造
的
に

は

同
じ

地
域
に

位

置
す

る
。
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注
（
1
）
　
拙
稿
「

砂
漠

化
と

民
族

紛
争
の

背
後
に

あ
る

も
の

　
　
マ

リ

国
の

場

合
」

（
和
出
正

平
編

著
「
現

代
ア

フ

リ
カ

の

民
族

関
係
』

明
石
書
店、
、

一

〇
〇

　
　一

年）
。

（
2
）
　
基
本
研
究
と

し
て

は、

以
ド
の

拙
稿
で

紹
介
し
た

状
況
と

あ
ま

り

変
化
は

な

い
。

「

西
ア
フ

リ

カ
」

（

三

浦
徹
・

東
長
靖
・

黒
木
英
充
編
「
イ

ス

ラ

ー

　
　
ム

研
究
ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク
』

栄
光
教
育
出

版
、

一

九
九
五

年
）

。

こ

う
し

た

現
状
を
鑑
み

る

と
、

わ

た

し

は

本

年、

わ
が

国
ア

フ

リ

カ

研
究
の

開
拓
者
の

　
　一

人
で

あ
る

日

野

舜
也
の

英
語
論
文
を

集
大
成
し
て
一

書
に

編
集
す

る

こ

と

が

で

き

た

が
（
出

ヨ
oQG

『
05
．

冨▼

¢
ミ
織

ミ
勘

§
窺

き
糺
軌
奔

、
、

q

ミ
蹄
丶

　
　
事
 
鳩

ミ

ミ

誘
ミ

§

ミ

蒙
ミ、
60

日
℃
ゆ
「

讐
ぞ
 

ω

ε
α

δ
ω

一
二

G∩
oo

冨一
⇔

昌
匹

＝
＝

ヨ
餌
コ

ω

皀
 

コ
∩

 
ρ

冥
国
m亀
o

葦
d
巳
く

霞
ω

淳

ざ
ト。

O

置）
、

こ

れ

は

ア

フ

リ

　
　
カ
・

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
に

と
っ

て

き

わ

め

て

貴
重
な

研

究
に

な
る

と

確
信
し

て

い

る
。

日
野
舜
也
は
一

九
六

〇

年
代
は

じ

め

に

東
ア

フ

リ

カ

の

ス

ワ

ヒ
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リ

文
化
の

研
究
に

着
手
し
た

の

を
か

わ

き
り

に
、

西
ア
フ

リ
カ

の

イ
ス

ラ

ー

ム

文
化、

さ

ら

に

は

ス

ー
ダ
ン

国
の

イ
ス

ラ

ー
ム

文
化
の

研

究
に

も

従
事

　

　

し
た

。

現
地
調
査
を
通
じ
て

、

全
ア

フ

リ
カ

の

イ
ス

ラ

ー

ム

文
化
を
ほ

ぼ

研
究
し

ま

わ
っ

た

研
究
者
と

し

て

は
、

日
野
が

唯
一

の

研
究
者
で

は

な

い

か

　

　

と

思
う

。

（
3
）
　
A
・

M
・

ル

ギ
ラ

（
嶋

田
義
仁
訳）

『

ア

フ

リ

カ

の

宗
教
」

青
十

社、

二

〇
〇
四

年
。

（
4
）
　
代
表
的
な

研
究
に

下
記
の

も

の

が

あ
る

。

同

∪
餌

∋

ヨ

穹
戸

卜

皀

ミ
膏
ご

謹

ミ
丶

葦
ミ
ミ”
勹

巽
冥

勹
帥

甲・
o
ρ

一

箋
゜。

（
O
穏

沁
隻

喧
ミ
軸

讐

斜
曹

ぎ
♂

　

　
uり

ε
牌
ぴq

霞
け

芝．
内
o

巨

冨
∋
ヨ
o
「

＜
 

二

鎖
し
O

譚
ご

ピ゚
−
＜°

日
70

ヨ
霧
Φ冖
国゚

い

∈μ
雷
二響
卜
轟

ミ、
耄

ミ

ご
昏

ミ

ミ
ミ

耽

菱

ミ
、

膏
賊

§
勲

℃

貫
7凵
ピ

髯
〇

二

ω
・・

p

　

　
一

 

鶉゚

（
5）
　

目
野

舜
也
は

か

つ

て、

ア

フ

リ

カ
・

イ

ス

ラ

ー
ム

を
イ

ス

ラ

ー

ム

の

研
究

会
で

紹
介
し

た

際
に、

そ

れ

は

「
田
舎
イ
ス

ラ

ー

ム
」

だ
と

椰
揄
さ
れ

　

　

た
。

以
後、

「

田

舎
イ

ス

ラ

ー

ム
」

も

イ
ス

ラ

ー

ム

だ
と
い

う
立
場
か

ら

さ

ま

ざ
ま

な

論
考
を

繰
り

返
し
て

き
た

。

（
6）
　
近
年
「

仏
教
は

単
一

か
」

と

い

う
問
題
提
起
が

ウ

イ

リ
ア

ム

ズ

〔
勺
N

三

亳
≡
冨

ヨ
ρ

§
隷

e
爲
謡
窺

こ∪

ミ
概

ミ
の

葺
元
。

自
二
Φ

瓢
ひ身

Φ”
一

〇

°。

9

に

よ
っ

て

あ

　

　

ら
た

め

て

な
き

れ

た
。

こ

れ

に

末
木
文

美
士

（
「

ア

ジ
ア

の

中
の

凵

本
仏

教
」

日

本
仏
教
研
究
会
編
『

日

本
の

仏
教
2
］

法
蔵

館、

一

九
九
五

年）

が

　

　

応

答
し

て

い

る

が、

こ

の

問
題
は

も
う

少
し

広
い

視
野
か

ら

さ

ら
に

議
論
さ

れ
る

価
値
が

あ
る

。

（
7
）
　

東
洋
的
宗
教
に

対
す

る
ウ
ェ

ー
バ

ー

の

不
当
と
も

い

え
る

評

価
は

儒

教
理

解
に

も

み

ら
れ

る

が
、

イ
ス

ラ

ー

ム

理
解
に

お

い

て

は

な

は

だ
し

い
。

こ

　

　

の

問
題
に

関
し

て

は、

以

下
参

照
。

ブ

ラ

イ

ア

ン

・

S
・

タ

ー

ナ

ー
（
樋
口

辰

雄
訳）

『

ウ
ェ

ー
バ

ー

と

イ
ス

ラ

ム
』

第
三

書

館、

一

九

九
四

年
。

拙

　

　

稿
「

黒
人
イ

ス

ラ

ム

の

世
界
か

ら

み

た

イ

ス

ラ

ム

教
倫
理

の
一

側

面
」

（

『

宗
教
哲
学
研

究』
．、一
、

北

樹
出

版、

一

九

八

六

年）
。

拙
稿
「

イ
ス

ラ

ー

ム

　

　

の

「

祈
り

」

に

つ

い

て

　
　
ア

フ

リ

カ

で

考
え

る
」

（
末
木
文
美
士
・

中
島
隆

博
編
『
非
・

西
欧
の

視
座
』

人
明
堂、

二

〇
〇
一

年）
。

ウ

エ

ー
バ

ー
の

　

　

イ

ス

ラ

ー
ム

理
解
は、

以

下
参
照

。

M
・

ウ
ェ

ー
バ

i
（

武
藤
一

雄
・

薗
田

宗

人
・

薗
田

坦

訳
）

『

宗
教
社
会
学
』

創
文
社、

一

九
七
六

年
。

（
8）
　
拙
稿
「

裸
族
文
化
か

ら

衣
服
文
化
へ

　
　
西
ア

フ

リ

カ

内
陸
社
会
に

お

け

る

イ

ス

ラ

ム
・

衣

服
文
化
複

合
の

形
成
」

（
和
田

正

平
編
『

国
立
民

族
学

　

　

博
物

館
研
究
報
告
12
　
ア

フ

リ

カ

民
族
技
術
の

伝
統
と

変．
容」

一

九
九
〇
年
）

。

（
9）
　
「

地
球
人
類
の

た

め

の

宗
教
学
序
説
」

（
『
宗
教

研
究
』

一．
一
二

九
号、

二

〇
〇
一

年）
。

（
10）
　

杉
山
正
明
『

ク

ビ

ラ

イ
の

挑
戦

　
　
モ

ン

ゴ

ル

海
E
帝
国
へ

の

道
』

朝
日
新
聞
社、

一

九
九
五

年。

（
11
）
　

ト

リ

ミ

ン

ガ

ム

の

基

本
的
な

考
え
は

以
下
の

文
献
参
照

。

旨゜
しo
℃
 

口
∩

奠

目
ニ

ヨ
冒
αq
ゴ
餌

ヨ過

』

鴫
韓
o

蓮

庶

腎

貯

ミ

旨

旻
鴨

籔

ム

ミ
毳呷

○
×
出

o
「

q

　

　

O
×

♂
乙

q
三
＜
 
「

蚣

畠
℃

掃
の
ω−

這
爵一
．、

→
げ
 

勺
『

器
¢

°。

〇

二゚
・

冨

邑
o

国
×
O

雪
ω

δ
コ

帥冖
己
陶
の

置

ヨ
置

O
巳
叶

霞
 

Nc

コ
Φ
b・− ．．
圃
ロ
H°

ζ「
い
¢

三
ω

 

⊆

掛
ミ

ミ

§

　

　

『

ミ

ミ
ミ
、

誤
ミ
髮
」
〉

＝
冒
什

9
三゚
。

o
コ

d
三
〈
Φ

透
亳

ピ一
げ

ヨ
ニ

蝋
o
「

〉

窪
自一

這
 

O
（
H
 

 

 ）．

（
12
）

　
以
下
の

拙
著
参
照

。

『

牧
畜
イ
ス

ラ

ー
ム

国
家
の

人
類
学
』

世
界
思

想
社、

一

九
九
五

年
。

「

優
雅
な
ア

フ

リ

カ
』

明
石
書

店、

一

九
九
八

年。

（6151399
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（
13V

　
拙
稿
「

サ

ハ

ラ

南

縁
の

イ
ス

ラ

ー

ム

都
市
」

（
嶋
田

義
仁
・

松
田

素
二

・

和
崎
春
日

編
『

ア

フ

リ

カ

の

都
市
的

世
界
』

世
界

思
想

社、

二

〇

Q
】

　
　
年）
。

（

14
）
　
石
濱
裕
美
子

『

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
世
界
の

歴
史

的
研
究
』

東
方

書
店、

二

〇

〇
一

年
。

（

15
）

即

鵠
。

博
。

戸
．
5
詮
8
口

08

〈
 

邑
8℃、、

豊
毳

雌
（
・。
）

」
零
ご
、、

O

葺
9
幻

巴
8
巴

厚
。
hO

。

コ
＜
 

邑
。

P、、
勹

贄
ニー

芦

寺
冒

δ
（
ω

γ

＆
（
心）
堵

　
　
一

竃
9
　
こ

の

議
論
は
、

ト
リ

ミ

ン

ガ
ム

を

相
手
で

な

く、

国
ω

『

興

と
の

論
争
と

い

う
か

た

ち

を
と
っ

て

行
わ

れ

た
。

聞一
眷
 
「

の

以

下
の

論
文
参

照
。

　
　
国・
閃・

霊
ω

冨
き
、、
08

〈
 

邑
8
寄
8
邑
α
 
「

 

件

QDo

ヨ
 

田
。゚

ε
誌
o

巴

〉
。・

℃
 

6
冨
o
｛

幻

巴
ぴq
δ

塁

ρ）
暑
臼
。゚

δ

三
ロ

ロ」

冨

辞

≧
膏
p．．

魯
ミ

お

e
”

　
　
H

竃
ω旧
、、

→
げ
 

言
ゆq
伽q
 
「

コ
餌

葺、
ω

》
ロ
O

δ
笹
豐

Oo
昌
〈
 
同

忽
o
コ

什

o

房一
螢

ヨ

ぎ

巨
⇔
O
弄

〉

歐
8
 

塁
偽

黛層
U
 
（
吋

γ

H
 

。。

 ゜
　
こ

の

論
争
に

つ

い

て

の

詳
し

い

　
　
紹
介
は、

以
下
の

拙
稿
参
照。
「

ア

フ

リ

カ

に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー
ム

的
回
心

を
め

ぐ

る

三

理
論
」

（

『

宗
教
哲
学
研
究
』

一

四、

一

九
九
七
年）
。

（
16）
　
拙
稿
「

ア
フ

リ
カ

の

宗
教
」

（
日
野
舜
也
編
『

ア

フ

リ
カ

の

文

化
と

社
会
』

勁
草

書
房、

｝

九
九
二

年）
。

（
17）
　
し

か

し
、

そ

も
そ
も

こ

う
し

た

反
省
を

通
じ

て
、

世
界
的
宗
教
が

伝
播
拡
大
し

て

ゆ

く

プ
ロ

セ

ス

に

つ

い

て

の
一

般
理

論
が

こ

れ

ま

で

存
在
し

な

か

　
　

っ

た

こ

と

に

気
付
か

さ

れ
た

。

こ

の

点、

丸
川
仁
夫

『

伝
道
学
概
論
』

（

一

九
九
一

年
）

は、

丸
川
仁

夫
教
授
米
寿

記
念
出
版
会
に

よ

る

出
版
と
い

う

　
　
入

手
し

難
い

著
書
で

あ

る

が、

先

駆
的
な

研
究
と

い

う
こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う
。

（
18）
　
1
・

ウ

ォ

ー

ラ
ー

ス

テ

イ

ン

（
川
北
稔
訳）

『

近
代

世
界
シ

ス

テ

ム
」

1
・

H、

岩
波
書
店
　
一

九
八
一

年。
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